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新型コロナウイルス感染拡大に伴い、各イベント共中止・延期・変更の可能性がございます。
最新情報はホームページをご確認いただくか、麻布法人会事務局迄お問合せ下さい。

https://www.azabu-hojinkai.or.jp/
TEL 03-3408-1324

法
人
税
基
礎
講
座
（
全
５
回
）

日
時
／
第
１
回
１
月
20
日
、
第
２
回
２
月
２
日
、
第
３
回
２
月
17
日　

　
　
　
第
４
回
３
月
１
日
、
第
５
回
３
月
17
日　
全
回
と
も
14
：
30
〜
16
：
00

会
場
／
六
本
木
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

法
人
税
申
告
に
必
要
な
別
表
を
重
点
的
に
、法
人
税
確
定
申
告
書
の
〈
ど
こ
に
〉〈
何
が
〉

書
か
れ
て
い
る
の
か
読
み
解
け
る
よ
う
５
回
に
渡
っ
て
学
ん
で
い
た
だ
く
連
続
集
中
講

座
。
講
師
：
法
人
課
税
第
一
部
門
担
当
官
。	

	
	

人
事
労
務
研
修
会
（
全
５
回
）

日
時
／
第
４
回
１
月
24
日
、
第
５
回
２
月
21
日
、
第
６
回
３
月
28
日

　
　
　
全
回
と
も
15
：
00
〜
17
：
00

会
場
／
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

経
営
者
・
役
員
・
人
事
労
務
担
当
者
向
け

新
入
会
員
を
囲
む
会

日
時
／
２
月
２
日
12
：
00
〜
13
：
45

会
場
／
Ｄ
Ｏ－

Ｚ
Ｏ	

赤
坂
サ
カ
ス
店

新
入
会
員
を
囲
み
交
流
を
深
め
る
。

決
算
法
人
説
明
会

日
時
／
２
月
10
日
13
：
30
〜
16
：
00　
会
場
／
麻
布
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

日
時
／
３
月
10
日
９
：
30
〜
12
：
00
、13
：
30
〜
16
：
00
会
場
／
未
定

決
算
期
を
迎
え
る
法
人
対
象
（
会
員
を
問
わ
ず
）。
主
に
決
算
・
申
告
の
実
務
、
法
人

税
を
解
説
。

源
泉
部
会
研
修
会
（
全
７
回
）

第
６
回　
日
時
／
２
月
15
日
14
：
00
〜
16
：
00　
会
場
／
六
本
木
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

「
退
職
所
得
の
事
例
と
計
算
」

第
７
回　
日
時
／
３
月
16
日
14
：
00
〜
16
：
00　
会
場
／
六
本
木
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

「
源
泉
所
得
の
実
務
（
総
集
編
）」	

新
設
法
人
説
明
会

日
時
／
２
月
16
日
13
：
30
〜
16
：
00　
会
場
／
麻
布
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

対
象
は
新
設
法
人
（
会
員
を
問
わ
ず
）。
税
知
識
・
会
社
設
立
に
伴
う
税
務
手

続
き
を
解
説
。

令
和
４
年
度
第
５
回
理
事
会

日
時
／
３
月
14
日
15
：
00
〜
16
：
00　
会
場
／
国
際
文
化
会
館

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
50
周
年
記
念
式
典

日
時
／
３
月
28
日
16
：
00
〜
20
：
00　
会
場
／
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京

麻
布
法
人
会
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
創
立
50
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
。

税
務
功
労
者
の
ご
紹
介

税
の
作
文
・
麻
布
法
人
会
長
賞
の
ご
紹
介

ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
保
雅
敏
氏		

東
京
商
工
会
議
所	

港
支
部	

会
長

新
春
座
談
会

新
春
を
迎
え
て
２
０
２
３
年
を
望
む

知
っ
て
得
す
る
税
の
お
話

不
動
産
の
譲
渡  

計
算
方
法
や
特
例
に
つ
い
て

麻
布
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

活
動
報
告

税
制
税
務
委
員
会
、
公
益
事
業
委
員
会

厚
生
共
益
事
業
委
員
会

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ

税
を
考
え
る
週
間 

講
演
会
、
年
末
交
流
会

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ

全
国
青
年
の
集
い
、
名
刺･

情
報
交
換
会

企
業
訪
問

N

ノ

ー

ワ

ン

O
O

N
E T

ト
ウ
キ
ョ
ウ

O
KYO

合
同
会
社

令
和
５
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

新
会
員
の
ご
紹
介

都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

麻
布
な
ぞ
な
ぞ
物
語
、
事
務
局
か
ら
、
編
集
後
記

2023.13

　

私
は
今
年
の
夏
に
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
七
月
十
日
に
行
わ
れ

た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
向
け
て
の
各
党
の
演
説
や
掲
げ
る
政
策
の
中
で
、
一
部
の
党

が
消
費
税
の
引
き
下
げ
や
撤
廃
を
行
い
た
い
と
い
う
趣
旨
の
内
容
を
挙
げ
て
い
た
こ
と

で
す
。

　

消
費
税
は
一
九
八
九
年
の
消
費
税
法
で
導
入
さ
れ
、
商
品
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
の
取
引
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
税
で
す
。
導
入
さ
れ
た
当
初
は
三
パ
ー
セ
ン
ト

で
し
た
が
、
現
在
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
費
税
は
主
に

社
会
保
障
に
使
わ
れ
、多
く
の
人
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
が
、中
に
は
消
費
税
が
年
々

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
生
活
の
苦
し
さ
や
そ
も
そ
も
消
費
税
の
制
度
に
対
し
て

不
満
を
抱
い
た
り
、
消
費
税
を
払
う
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
思
う
人
が
い
ま
す
。

私
も
物
を
買
う
時
に
は
必
ず
消
費
税
も
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
払
っ
た
消
費

税
は
何
か
し
ら
社
会
に
役
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
漠
然
と
し
た
こ
と
し
か
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
消
費
税
は
無
い
方
が
良
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
消
費
税

は
私
た
ち
の
目
に
見
え
て
生
活
を
支
え
る
存
在
で
、
本
来
は
払
う
意
味
が
感
じ
ら
れ
る

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

消
費
税
と
い
う
の
は
特
定
の
世
代
に
負
担
が
集
中
し
な
い
た
め
、
健
全
に
維
持
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
社
会
保
障
制
度
の
安
定
財
源
に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
消
費
税
が
上
が
っ
て
し
ま
う
理
由
は
、
税
収
を
増
や
す
こ
と

で
、
全
て
の
世
代
を
対
象
と
す
る
社
会
保
障
の
た
め
に
使
い
た
い
、
つ
ま
り
国
民
や
住

民
に
生
活
し
や
す
い
環
境
を
作
り
た
い
と
い
う
政
府
や
地
方
自
治
体
の
考
え
が
あ
る
か

ら
で
す
。
消
費
税
が
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
対
策
が
あ

り
ま
す
。
現
在
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
、
財
政
状
況
も
厳
し
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
し
ま
う
理
由
と
し
て
は
、
育
児
へ
の
関

心
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
や
子
供
を
産
ん
だ
後
の
仕
事
へ
の
影
響
、
子
供
の
預
け
先
が

少
な
い
こ
と
な
ど
の
不
満
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
待
機
児
童
の
解
消
や
幼
児
教
育
・
保

育
、
高
等
教
育
の
無
償
化
を
消
費
税
の
増
税
二
パ
ー
セ
ン
ト
分
の
う
ち
で
行
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
軽
減
税
率
制
度
も
導
入
さ
れ
、
飲
食
料
品
の
一
部

や
週
二
回
以
上
発
行
す
る
定
期
購
読
の
新
聞
は
消
費
税
率
が
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
ま
ま
据

え
置
か
れ
て
い
ま
す
。
抑
え
ら
れ
る
も
の
は
上
が
る
前
の
税
率
の
ま
ま
に
抑
え
る
方
針

を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
単
純
に
消
費
税
を
人
々
か
ら
取
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

人
々
の
生
活
に
寄
り
添
お
う
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

実
際
に
物
の
値
段
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
今
の
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る

人
が
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
消
費
税
の
引
き
下
げ
や
撤
廃
を
す
る
べ
き
と
主

張
を
す
る
の
は
次
世
代
を
担
う
者
の
負
担
や
多
く
の
人
々
の
未
来
の
生
活
環
境
を
良
く

す
る
こ
と
に
繋
が
ら
な
い
と
私
は
新
た
に
思
い
ま
し
た
。
増
税
分
が
人
々
の
生
活
に
必

ず
支
え
に
な
る
社
会
保
障
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
消
費
税
を
払
う
こ
と
が
決
し
て
損

で
は
な
い
こ
と
を
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
ま
だ
あ
り
そ
う
で
す
。

本当の消費税の意味
山脇学園中学校　３年　酒井 七海

税の作文
港区内中学生からの「税についての作文」コンクール
入賞者の中から、法人会長賞のご紹介です。

　

昨
年
11
月
11
日
㈮
、
乃
木
會
舘
に
て
納
税
表
彰
式
が

静
粛
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
か
ら
多
く
の
税
務
功
労
者
が
受
賞
の
栄
に
浴
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。　
　
（
敬
称
略
）

公
益
社
団
法
人
麻
布
法
人
会
会
長
感
謝
状

麻
布
税
務
署
長
感
謝
状

麻
布
税
務
署
長
表
彰

片
岡
　
正
行
　
理
事　
片
岡
正
行
税
理
士
事
務
所

倉
上
　
敏
雄
　
厚
生
共
益
事
業
委
員　
㈱
警
備
の
窓
口

小
亦
　
斉
　
理
事　
小
亦
斉
税
理
士
事
務
所

齊
藤
　
将
彦
　
理
事　
㈱
麻
布
商
事

中
西
　
謙
太
　
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
事
業
委
員
長　
㈱
Ｊ
＆
Ｇ　
Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ

横
井
　
こ
ず
え
　
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
幹
事　
㈱
Ｂ
ｉ
ｊ
ｏ
ｕ

坂
本
　
章
彦
　
理
事　

シ
グ
マ
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト
㈱

武
藤
　
正
弘
　
理
事　

武
蔵
オ
イ
ル
シ
ー
ル
工
業
㈱

飯
島
　
一
郎
　
常
任
理
事　

飯
島
総
合
会
計
事
務
所
・
㈱
叶
光

池
田
　
幸
司
　
常
任
理
事　

社
会
福
祉
法
人
天
使
園

若
田
部
　
鉄
也
　
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
副
会
長　

若
田
部
司
法
書
士
事
務
所

関係民間団体長感謝状受賞者
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思
い
か
ら
、
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
機
能
を
も
た
せ
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

茶
の
湯
は
日
本
の
総
合
芸
術

幅
広
い
学
び
が
心
を
豊
か
に
す
る

　
新
館
８
階
に
は
茶
室
「
蓬
莱
庵
」
を
有

し
、
裏
千
家
茶
道
教
室
を
開
催
。
９
階
の

「
サ
ロ
ン
蓬
莱
」
で
は
、
食
育
料
理
教
室

と
小
笠
原
流
礼
法
教
室
を
開
講
す
る
。

「
茶
室
「
蓬
萊
庵
」
は
、
数
寄
屋
建
築
を

愛
し
、
建
築
家
で
あ
っ
た
父
が
各
地
の
茶

室
を
研
究
し
て
気
に
入
っ
た
材
を
集
め
、

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
１
９
９
３
年
に
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
京
間
の
四
畳
半
と
八
畳
、

露
地
、
水
屋
、
台
所
を
配
し
、
花
月
、
七

事
式
を
は
じ
め
、
正
式
な
茶
事
も
行
え
ま

す
」

　
新
保
氏
自
身
も
「
宗
蓬
」
の
名
を
持
つ

茶
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。

「
茶
の
湯
は
、茶
道
具
の
工
芸
か
ら
造
園
、

建
築
、
掛
け
軸
の

書
や
花
、
器
、
懐

石
料
理
、
和
菓
子

な
ど
、
幅
広
い
分

野
が
融
合
し
た
総

合
芸
術
だ
と
言
わ

れ
ま
す
。
四
季
の

美
し
さ
や
も
て
な

し
の
心
を
知
り
、

幅
広
い
分
野
の
日

本
の
伝
統
文
化
を

知
る
機
会
が
あ
る

の
は
非
常
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で

す
。
茶
道
か
ら
の

を
主
と
し
、
不
動
産
総
合
事
業
を
手
掛
け

て
い
ま
す
。
ほ
う
ら
い
や
グ
ル
ー
プ
の
テ

ー
マ
は
“
価
値
あ
る
資
産
の
創
造
”。
価

値
あ
る
資
産
を
創
造
す
る
と
は
、
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
つ
づ
け
る
こ
の
街
と
共
に

歩
み
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
将
来
像
に
思

い
を
め
ぐ
ら
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
先
取

り
し
た
空
間
を
ご
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

ほ
う
ら
い
や
ビ
ル
は
竣
工
以
来
、
テ
ナ
ン

ト
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
を
第
一
に
考
え
な

が
ら
改
装
・
改
築
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
近
年
も
飛
躍
的
に
進
化
し
つ
づ
け
る

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
最
新
の
機
能
を
導

入
し
、
人
々
が
24
時
間
、
よ
り
快
適
に
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
た
オ
フ
ィ
ス
・
店
舗
空
間
へ
と
総
合

力
を
高
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
貢
献
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル

と
し
て
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
国
際
社
会

の
礎
と
な
る
日
本
の
伝
統
文
化
の
継
承
に

さ
さ
や
か
な
が
ら
も
貢
献
し
た
い
と
い
う

六
本
木
で
１
２
０
年
、

街
と
共
に
成
長
し
、未
来
へ
継
ぐ

　
新
保
氏
が
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
る

ほ
う
ら
い
や
ビ
ル
は
六
本
木
エ
リ
ア
の
中

心
に
位
置
し
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点
と

し
て
の
貸
し
オ
フ
ィ
ス
、
店
舗
を
展
開
す

る
と
共
に
、
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
機
能
も
併
せ
持
つ
。

「
私
は
六
本
木
生
ま
れ
、
六
本
木
育
ち
。

六
本
木
の
地
で
明
治
、
大
正
、
昭
和
に
渡

り
建
築
業
を
生
業
と
し
て
き
た
『
ほ
う
ら

い
や
工
務
店
』
が
、
ほ
う
ら
い
や
グ
ル
ー

プ
の
前
身
で
す
。ビ
ル
が
あ
る
現
在
地
は
、

当
時
の
建
築
資
材
置
き
場
で
、
本
社
は
今

の
六
本
木
駅
の
出
入
り
口
あ
た
り
に
あ
り

ま
し
た
。
昭
和
22
年
の
区
画
整
理
を
機
に

移
動
し
、
ほ
う
ら
い
や
工
務
店
か
ら
株
式

会
社
ほ
う
ら
い
や
に
社
名
を
変
更
。
１
９

７
１
年
に
本
館
を
建
て
、
４
年
後
に
新
館

を
増
築
し
ま
し
た
。
現
在
は
不
動
産
賃
貸

と
を
教
え
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
に
よ
り
、
世
界
情
勢
が

簡
単
に
一
変
す
る
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し

た
。
生
産
停
止
や
移
動
制
限
な
ど
コ
ロ
ナ

禍
や
戦
争
が
物
流
に
与
え
た
影
響
は
大
き

く
、
海
外
生
産
へ
の
過
度
な
依
存
の
リ
ス

ク
を
認
識
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

大
企
業
だ
け
で
な
く
、
中
小
企
業
の
中
に

も
、
中
国
に
設
け
て
い
た
生
産
拠
点
を
国

内
に
回
帰
さ
せ
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
に
は
大
き
な
企
業
さ
ん
も

入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
基
本
は

中
小
企
業
を
支
援
し
、
活
力
を
高
め
る
こ

と
が
主
業
で
す
。
東
京
商
工
会
議
所
の
小

林
健
会
頭
か
ら
『
石
垣
は
一
見
大
き
な
石

が
目
に
つ
く
が
、
小
さ
な
石
が
隙
間
を
埋

め
て
い
る
か
ら
堅
牢
な
石
垣
に
な
り
崩
れ

る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
を
目
指
そ
う
』
と

い
う
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
中
小
企
業

を
元
気
に
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
活
性
化

に
も
繋
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
が

元
気
か
否
か
は
、
日
本
経
済
を
根
底
か
ら

支
え
て
い
る
中
小
企
業
の
活
躍
に
か
か
っ

て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
私
の
好
き
な
禅
語
に
『
随
所
作
主
、
立

処
皆
真
（
随
所
に
主
と
な
れ
ば
、
立
処
皆

な
真
な
り
）』が
あ
り
ま
す
。こ
の
言
葉
は
、

臨
済
宗
の
開
祖
で
あ
る
臨
済
義
玄
禅
師
が

修
行
者
に
対
し
て
諭
さ
れ
た
言
葉
で
、“
そ

れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
立
場
や
環
境
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
な
す
べ
き
務
め
を
精
一
杯
は
た

せ
ば
、
必
ず
真
価
を
発
揮
で
き
る
”
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
言
葉
を
会
長
就
任
に

お
い
て
の
心
構
え
と
し
て
、
気
持
ち
を
新

た
に
望
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

昨
年
11
月
、
東
京
商
工
会
議
所
港

支
部
の
会
長
に
就
任
し
た
新
保
雅

敏
氏
。
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
原
油
高

や
円
安
な
ど
、
日
本
経
済
は
極
め

て
厳
し
い
状
況
が
続
く
。
商
工
会

議
所
と
し
て
の
役
割
と
今
後
の
展

望
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
懸
け

る
思
い
を
お
伺
い
し
た
。

中
小
企
業
の
活
力
向
上
が

日
本
経
済
を
根
底
か
ら
支
え
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感

染
拡
大
に
よ
り
、
大
き
な
打
撃
と
混
乱
が

生
じ
た
日
本
経
済
。
一
方
で
、
東
京
商
工

会
議
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
84
．
１
％
の

企
業
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
機
と
し
て

新
た
な
取
り
組
み
を
行
い
、
販
路
開
拓
、

取
引
先
拡
大
や
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
、
異
業
種
へ
の
参
入
な
ど
好
事
例
も

生
ま
れ
始
め
て
い
る
と
い
う
。

「
こ
の
よ
う
な
社
会
変
化
の
時
期
に
東
京

商
工
会
議
所	

港
支
部	

会
長
に
就
任
す
る

こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
、
私
た
ち
に
様
々
な
こ

新
保
雅
敏
氏

東
京
商
工
会
議
所 

港
支
部 
会
長

▪新保　雅敏（しんぼ　まさとし）プロフィール

1951年東京生まれ。㈱ほうらいやビル、㈱ビスタコム、
㈱ほうらいやの代表取締役社長。東洋英和幼稚園、港区
立麻布小学校、日大三中・三高を経て、1973年日本大学
商学部卒業。家業である㈱ほうらいや、㈱ほうらいやビ
ルに入社。麻布法人会理事、六本木防犯カメラ運営協議
会会長、茶道裏千家淡交会 参事。趣味は茶道とゴルフ。

学
び
が
自
分
自
身
の
成
長
に
繋
が
り
、
豊

か
な
心
を
与
え
て
く
れ
る
源
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
茶
道
を
通
じ
て
年

齢
、
性
別
を
超
え
て
様
々
な
方
々
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
日
本
全
国
で
知
り
合
い
が

で
き
ま
し
た
」

　
２
０
２
３
年
竣
工
を
迎
え
る
虎
ノ
門
・

麻
布
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
都
市
の
姿

は
日
々
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。
最
後
に
港

区
へ
の
思
い
、
都
市
再
開
発
に
向
け
て
の

ご
意
見
を
伺
っ
た
。

「
六
本
木
の
街
が
変
わ
っ
て
い
く
計
画
が

色
々
と
進
行
し
て
い
ま
す
。
何
が
こ
の
地

域
に
あ
る
べ
き
も
の
な
の
か
、
何
を
守
っ

て
い
く
べ
き
か
を
地
元
の
人
た
ち
と
も
う

一
度
検
証
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
を
し
て

い
ま
す
。
六
本
木
と
い
う
街
は
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
が
生
ま
れ
る
土
壌
が
あ
り
、

か
つ
て
は
著
名
人
が
通
う
隠
れ
た
名
店
や

行
列
の
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
食
の
魅

力
が
溢
れ
る
街
で
し
た
。
大
き
な
開
発
に

は
魅
力
も
あ
り
ま
す
が
、
六
本
木
の
個
性

が
失
わ
れ
て
い
く
の
は
残
念
な
こ
と
で

す
。
商
工
会
議
所
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

時
代
と
と
も
に
多
様
化
し
、
求
め
ら
れ
る

も
の
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
地
域
経
済
の
発
展
、
産
業
の
振
興
に

尽
く
し
て
い
く
こ
と
と
い
う
根
幹
は
不
変

で
す
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
六
本
木
、
港
区
の
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
、
地
域
の
経

済
活
動
全
体
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
心
を

尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

取材：吉田眞紀子、前畑隆之、弦巻充樹／文責：池上薫　
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小
尾
：「
笑
門
来
福
」
の
四
文
字
を
選
び
ま
し
た
。

笑
う
門
に
は
福
来
る
、
笑
い
の
絶
え
な
い
人
に
は
自

然
に
幸
せ
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
、
私
の
好
き
な
言

葉
で
す
。
依
然
と
し
て
先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
で

す
が
、
ど
ん
な
時
も
笑
顔
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
結
果

は
つ
い
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
笑
っ

て
楽
し
く
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
異
動
す
る
と

き
に
「
麻
布
署
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

福
留
：
昨
年
は
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
今
年
は
こ
う
し
た
状
況
を
一
日
も
早
く
克
服

し
、
社
会
に
安
心
や
安
定
を
も
た
ら
す
年
と
な
る
こ

と
を
願
い
「
安
」
の
字
を
選
び
ま
し
た
。

久
保
：
今
年
は
新
支
部
長
へ
引
き
継
ぎ
の
年
と
な
り

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、
デ
ジ
タ
ル
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
の
向
き
合
い
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
変
化
は
良
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
以
前
の
や
り

方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

歴
史
あ
る
税
理
士
会
の
伝
統
は
し
っ
か
り
と
引
き
継

ぎ
つ
つ
、
そ
の
時
々
の
情
勢
に
合
わ
せ
て
会
を
運
営

し
て
い
け
る
よ
う
「
順
送
り
」
の
文
字
を
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

稲
葉
：
今
年
は
「
一
心
」
の
文
字
を
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
国
の
歴
史
書
、『
魏
書
』
に
毛
利

元
就
の
「
三
本
の
矢
」
と
よ
く
似
た
話
が
あ
る
の
で

す
が
、
そ
こ
に
力
を
戮（
あ
）わ
せ
、
心
を
一
つ
に
す

る
と
い
う
「
戮
力
一
心
（
り
く
り
ょ
く
い
っ
し
ん
）」

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
心
を
同
じ
く
し
て
共

に
苦
難
を
乗
り
越
え
、
楽
し
い
こ
と
も
共
に
や
り
ま

し
ょ
う
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

司
会
：
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

溢
れ
る
方
々
の
集
ま
り
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
今
後

と
も
「
税
務
行
政
の
よ
き
理
解
者
」
と
し
て
、
柔
軟

な
発
想
や
ア
イ
デ
ア
を
も
っ
て
、
ご
尽
力
い
た
だ
け

れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

福
留
：
麻
布
地
区
の
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
利
用
率
は
87
・
42

％
（
２
０
２
２
年
８
月
調
べ
）
と
他
地
域
と
比
べ
て

高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
麻
布
法
人
会
の
皆
様
の
日

頃
の
熱
心
な
取
組
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
は
、
例
え
ば
Ｄ
Ｘ
の
進
展
と
合
わ
せ

た
税
務
広
報
活
動
の
推
進
な
ど
コ
ロ
ナ
と
共
存
し
た

活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
昨
年
秋
に
は
テ
ィ
ー
・

ク
ラ
ブ
が
実
施
し
た
『
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
』
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
染

リ
ス
ク
を
抑
え
つ
つ
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
顔
の
見
え

る
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
印
象
深

か
っ
た
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
次
第
で
活
動
を

活
性
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま

し
た
。
法
人
会
の
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
、
よ
り
活

力
あ
る
組
織
を
築
か
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

久
保
：
税
理
士
会
の
研
修
は
税
務
が
中
心
で
す
が
、

法
人
会
で
は
ト
ピ
ッ
ク
の
あ
る
方
を
講
師
と
し
て
招

く
な
ど
、
バ
ラ
イ
テ
ィ
に
飛
ん
だ
研
修
を
実
施
さ
れ

て
お
り
、
我
々
も
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
共
に
活
動
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
日
税
連
で
は
、
税
理
士
が
、
中
小

企
業
の
後
継
者
探
し
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、「
担
い
手
探
し
ナ
ビ
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
会
員
の
方
が
お
ら
れ
た
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

司
会
：
新
年
の
抱
負
を
色
紙
に
描
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

イ
ス
制
度
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
も
、
説
明
会
や

相
談
会
な
ど
き
め
細
や
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

稲
葉
：
２
０
２
３
年
に
向
け
て
の
展
望
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
ま
ず
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
及
び
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
普

及
に
向
け
た
取
り
組
み
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
周
知
、

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
納
付
の
広
報
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
地
域
に
密
着
し
た
社

会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
新
た
な
こ
と

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
、
よ
り
充
実
し
た

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
み
な
さ

ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

司
会
：
そ
れ
で
は
、
麻
布
法
人
会
に
期
待
す
る
こ
と

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
尾
：
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
『
租
税
教
室
』、『
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
』
の
主
催
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
税
の
知
識
の
普
及
や
適
正

な
申
告
納
税
制
度
の
推
進
を
図
る
た
め
、
工
夫
に
富

ん
だ
事
業
活
動
を
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
日

頃
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
ま
ず
は
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
会
の
活
性
化
に
は
会
員
増
強
が
必
須
と

考
え
ま
す
。
昨
年
は
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
（
青
年
部

会
）、
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
（
女
性
部
会
）
の
み
な
さ

ま
と
交
流
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
み
な
さ

ま
に
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
）
を
積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

福
留
：
当
面
は
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
を
前
提
に
港
都
税

事
務
所
と
し
ま
し
て
も
万
全
の
体
制
を
取
っ
て
い
き

ま
す
。ま
た
、都
で
は
Ｈ
Ｔ
Ｔ（
電
力
を
減
ら
す（
Ｈ
）、

創
る（
Ｔ
）、
蓄
め
る（
Ｔ
））
の
取
組
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
都
民
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
積
極
的
な
節
電

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
税
制
面
に
お
い

て
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
付
き
ゼ
ロ
エ
ミ
住
宅
を
新
築

し
た
際
の
不
動
産
取
得
税
の
減
免
、
環
境
負
荷
の
小

さ
い
自
動
車（
Ｚ
Ｅ
Ｖ
）購
入
時
の
自
動
車
税
種
別
割

の
課
税
免
除
、
中
小
企
業
者
が
省
エ
ネ
設
備
や
再
エ

ネ
設
備
を
取
得
し
た
際
の
法
人
事
業
税
や
個
人
事
業

税
の
一
部
減
免
の
３
つ
の
軽
減
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。皆
様
の
積
極
的
な
活
用
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

久
保
：
税
理
士
は
税
理
士
法
に
よ
り
、
２
ヶ
所
以
上

の
事
務
所
を
設
け
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
改
正
に
よ
り
今
年
の
４
月
か
ら
、
事
務
所
以
外

に
も
作
業
所
を
設
け
て
も
良
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た　

10
月
か
ら
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。
作
業
所
に
つ
い
て
は
、
実
際
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
Ｆ
Ａ
Ｑ
を
取
り
ま
と
め

る
な
ど
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
ボ

こ
と
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
１
年
で
し
た
。
感

染
拡
大
で
賀
詞
交
歓
会
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
講
演
会
は
リ
ア
ル
開
催
と
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
を
同
時
並
行
に
行
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
、

研
修
や
講
習
会
も
感
染
対
策
を
万
全
に
で
き
る
範
囲

で
開
催
し
ま
し
た
。
人
が
集
ま
る
こ
と
で
様
々
な
出

会
い
が
あ
り
、
新
た
な
事
業
展
開
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
に
繋
が
る
と
い
う
の
が
法
人
会
の
目
的
の
一
つ

で
す
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
会
が
激
減
し
会
員
離

れ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
徐
々
に
新
会
員
の
方
も

増
え
、
結
果
は
そ
れ
な
り
に
出
て
い
る
の
か
な
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

司
会
：
２
０
２
３
年
に
向
け
て
、
展
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

小
尾
：
２
０
２
３
年
10
月
よ
り
、
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
＝
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
イ

ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
と
な
る
た
め
に
は
、
原
則
３

月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
確
定
申
告
の
時
期
と
も
重
な
り
ま
す
の

で
、
混
乱
が
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
体
制
を
取
っ
て

が
、
納
税
者
の
皆
様
に
は
都
税
事
務
所
の
業
務
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

久
保
：
み
な
さ
ま
と
同
じ
く
、
や
は
り
戦
争
と
電
力

不
足
、
物
価
の
上
昇
が
記
憶
に
残
る
一
年
で
し
た
。

わ
た
く
し
共
の
顧
問
先
さ
ん
な
ん
か
で
も
、
円
安
で

原
材
料
が
高
騰
す
る
け
れ
ど
、
客
離
れ
が
怖
く
て
値

上
げ
は
で
き
な
い
と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。

飲
食
店
等
を
対
象
に
し
た
感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金

で
助
か
っ
た
面
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
水
際
対
策
の

緩
和
で
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
多
く
入
っ
て
く
る
よ

う
に
な
る
と
、
次
は
人
手
不
足
が
課
題
に
な
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
と
の
向
き
合
い
方
が
大
き
く
変
わ
り
、
税
理
士
も

Ｉ
Ｔ
Ｃ
化
（
情
報
機
器
・
情
報
処
理
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
整
備
）
に
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
が
、
諸
先
輩
方
の
中
に
は
難
し
い
年
齢
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
税
理
士
会
と
し
て
の
今

後
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

稲
葉
：
麻
布
法
人
会
を
振
り
返
っ
て
の
２
０
２
２
年

は
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
で
き
る

引
先
か
ら
紙
で
受
け
取
る
書
類
を
ス
キ
ャ
ナ
で
電
子

化
し
て
保
存
す
る
、
３
つ
め
は
電
子
的
に
拝
受
す
る

書
類
を
電
子
保
存
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
大
幅
に

法
令
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
電

子
帳
簿
保
存
法
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
経
理
業
務

の
効
率
化
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
留
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
の
長
期
化
に
加

え
国
際
情
勢
の
緊
迫
な
ど
を
背
景
と
し
た
物
価
の
上

昇
や
電
力
不
足
な
ど
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
一

年
で
し
た
。
港
都
税
事
務
所
の
業
務
で
申
し
ま
す

と
、
コ
ロ
ナ
と
の
付
き
合
い
方
が
わ
か
っ
て
き
た
一

年
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
保
健
所
や
酸

素
・
医
療
提
供
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
職
員
を
派
遣
し
な

が
ら
、
自
粛
し
て
い
た
調
査
業
務
な
ど
を
再
開
し
ま

し
た
。
社
会
状
況
は
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す

司
会
：
コ
ロ
ナ
禍
は
い
ま
だ
収
束
に
至
ら
ず
、
感
染

拡
大
の
影
響
が
色
濃
く
残
る
一
年
で
し
た
。
２
０
２

２
年
を
振
り
返
っ
て
感
じ
る
こ
と
を
お
教
え
く
だ
さ

い
。

小
尾
：
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
北
京
五
輪
で

す
。
18
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
冬
季
五
輪
の
歴
代

最
多
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の

活
躍
は
日
本
列
島
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、

７
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
７
波
は
予

想
を
上
回
り
、
社
会
的
に
も
経
済
的
も
大
き
な
制
限

が
出
ま
し
た
。
税
務
行
政
に
関
し
て
は
、
令
和
４
年

１
月
１
日
か
ら
電
子
帳
簿
保
存
法
が
改
正
さ
れ
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
帳
簿
や
書
類
は
大
き
く
３
つ
に

分
類
で
き
、
１
つ
は
国
税
関
係
帳
簿
書
類
な
ど
を
シ

ス
テ
ム
で
作
成
し
て
電
子
保
存
す
る
、
２
つ
め
は
取

ロ
シ
ア

－

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
長
期
化
し
、
世
界
的
に
イ
ン
フ
レ
が
加
速
し
た
２
０

２
２
年
。
お
よ
そ
32
年
ぶ
り
に
円
安
水
準
を
更
新
し
、
原
材
料
不
足
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
、
日
本
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
た
。
新
た
な

年
を
迎
え
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
課
題
と
今
後
の
展
望
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

出
席
者　

小
尾
　
雅
和
氏　
麻
布
税
務
署
署
長

福
留
　
敬
一
氏　
港
都
税
事
務
所
所
長

久
保
　
英
明
氏　
東
京
税
理
士
会
麻
布
支
部
支
部
長

稲
葉
　
秀
一
氏　
麻
布
法
人
会
会
長

司
会
：
吉
田
真
紀
子
／
広
報
委
員
長

小尾　雅和
麻布税務署署長

福留　敬一
港都税事務所所長

久保　英明
東京税理士会麻布支部支部長

稲葉　秀一
麻布法人会会長

文責：池上薫

62023.17
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〇　税理士による無料申告相談は、混雑回避のため、オンライン又は電話による事前申込を受け付けます。
〇　オンラインによる事前申込の詳細につきましては、事前申込サイトを参照願います。
〇　電話による事前申込は、事前申込専用電話番号に電話の上、オペレーターに「管轄の税務署」「ご希望の会場及び相談日時」などをお伝えください。
　　また、電話が大変混みあう可能性がありますので、オンラインによる事前申込の利用をご検討ください。
　　事前申込専用電話番号以外（税務署及び地方団体）での電話申込は受け付けておりません。
〇　一部、当日入場整理券の配付を行いますが、無くなり次第終了となりますので、是非、事前申込をご利用ください。
〇　土地、建物及び株式などの譲渡所得がある方は、ご遠慮ください。

(注)　ただし、２月19日(日)及び２月26日(日)は東京国税局１階（中央区築地5-3-1）にて開場します。
〇　令和４年分の申告書作成会場では、混雑回避のために「入場整理券」を配付します。
〇　入場整理券は、当日、会場で配付するほか、LINEによる事前発行で入手することが可能です。
〇　入場整理券の配付状況に応じて、受付を早く締め切る場合があります。
〇　３月は入場整理券の入手が困難となることが予想されますので、２月中の来署をお勧めします。
〇　還付申告をされる方は、上記開設期間の前でも相談を受け付けております。
〇　税務署の駐車場は狭いため、お車での来署はご遠慮ください。

事前申込専用電話番号期　 　間 会　 　場 所　在　地 受　付　時　間 事前申込サイト

　　００３３－－６６６６２２６６－－２２１１００８８

　受付時間
　平日午前９時～午後５時

※土、日及び祝日を除きます。

　　００３３－－６６６６２２６６－－２２１１００６６

　受付時間
　平日午前９時～午後５時

　２月２日（木）
　～２月３日（金）

 芝浦港南区民センター
 １階区民ホール

　芝浦
　４－１３－１

　２月７日（火）
　～２月10日（金）

　１月31日（火）
　～２月１日（水）

 白金台いきいきプラザ
 ２階集会室B

　白金台
　４－８－５

 午前９時３０分～１１時３０分
 午後１時～３時３０分

　https://coubic.com/shibazei/
　booking_pages#pageContent

 高輪区民センター
 １階集会室

　高輪
　１－１６－２５

開　設　期　間 会　 　場 所　在　地 時　 　間

 午前９時３０分～午後４時
　２月１日（水）

　～２月15日（水）
 麻布税務署
 別館会議室

　西麻布
　３－３－５

　https://coubic.com/azabuzei/
　booking_pages#pageContent

問合せ先【芝税務署〒108-8401　芝5-8-1　☎3455-0551】【麻布税務署 〒106-8630　西麻布3-3-5　☎3403-0591】【東京国税局税務相談室（英語対応のみ） ☎3821-9070】

　２月１３日（月）～３月１５日（水）
　芝税務署 ５階会議室  芝５－８－１

 受付　午前８時３０分
～午後４時

 相談　午前９時１５分開始

※土、日及び祝日を除きます。（注）

　２月１６日（木）～３月１５日（水）
　麻布税務署 別館会議室  西麻布３－３－５

※土、日及び祝日を除きます。（注）

税理士による無料申告相談の日程

～～ 所所得得税税・・贈贈与与税税のの申申告告書書のの提提出出期期限限 ・・ 納納期期限限はは３３月月1155日日（（水水））でですす ～～

ごご自自宅宅かかららののee--TTaaxx申申告告ののごご案案内内 ～～ススママホホででららくくららくく確確定定申申告告！！～～

STEP1 国税庁ホームページにアクセス

マイナンバーカードを
お持ちでない方はこちら
（IIDD・パスワード方式）

マイナンバーカードを
お持ちの方はこちら
（マイナンバーカード方式）

0123456789ABCDEF

氏氏名名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住住所所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

11223344

2025年 3月31日まで有効

性性別別 女

□□市長

マイナンバーカード マイナンバーカード
対応のスマホ

＋
ID・PWが
目印

STEP2 送信方法を選択

「マイナポータルアプリ」をインストールし、
マイナンバーカードをスマホで読み取り

オンラインで事前発行
友だち追加は
こちらから！

LINEアプリで国税庁の公式LINEアカウント
を友だち追加してください。

STEP3 画面の案内に従って金額などを入力し、e-Taxで送信
して申告完了！

（注）ID・パスワード方式は暫定的な対応です。

お早めにマイナンバーカードの取得をお願いします。

・発行を希望される場合は、申申告告さされれるるごご本本人人が顔写真付きの

本人確認書類をお持ちの上、おお近近くくのの税税務務署署にお越しください。

・平成30年１月以降、税務署や確定申告会場にお越しになられ
た方は、「ID・パスワード方式の届出完了通知」が申告書の控え
と一緒に保管されている場合がありますので、ご確認ください。

「「ID・・パパススワワーードド方方式式のの届届出出完完了了通通知知｣｣はは税税務務署署でで発発行行ししてていいまますす。。

スマートフォンはこちらから！

申告書作成会場の日程

詳しくは国税庁ホームページを

ご覧下さい。

国税庁

※ パソコンからも

下記２方式で

申告書の送信が

可能です。

税理士　渡辺 由紀子

不動産の譲渡
計算方法や特例について

【
収
入
金
額
】

　
買
主
か
ら
受
け
取
る
金
銭
の
ほ
か
、
譲
渡
か
ら
年
末

ま
で
の
期
間
に
対
応
す
る
固
定
資
産
税
に
相
当
す
る
額

を
受
け
取
っ
た
場
合
は
そ
の
額
も
収
入
金
額
に
含
ま
れ

ま
す
。

★
【
取
得
費
】

　

譲
渡
し
た
不
動
産
の
購
入
代
金
や
付
随
費
用
の
ほ

か
、
設
備
費
や
改
良
費
（
事
業
所
得
の
必
要
経
費
に
し

た
も
の
を
除
く
）
な
ど
も
取
得
費
に
含
ま
れ
ま
す
。
な

お
相
続
や
贈
与
で
取
得
し
た
不
動
産
に
つ
い
て
は
そ
の

時
に
支
払
っ
た
登
記
費
用
や
取
得
税
も
取
得
費
に
含
ま

れ
ま
す
。

◇
相
続
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
の
取
得
費
の
特
例

　
（
取
得
費
加
算
）

　
相
続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
場
合
は
相
続
等

に
よ
り
取
得
し
た
不
動
産
に
対
応
す
る
相
続
税
を
取
得

費
に
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
特
例
は
相
続

開
始
の
日
の
翌
日
か
ら
３
年
10
ヶ
月
を
経
過
す
る
日
ま

で
に
譲
渡
し
た
場
合
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
取
得
費
が
わ
か
ら
な
い
場
合

　
収
入
金
額
の
５
％
相
当
額
を
取
得
費
と
し
ま
す
。

◎
【
譲
渡
費
用
】

　
取
得
費
の
ほ
か
譲
渡
す
る
た
め
に
直
接
か
か
っ
た
費

用
と
し
て
次
の
よ
う
な
支
払
い
は
譲
渡
費
用
と
し
て
譲

渡
収
入
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•

仲
介
手
数
料

譲渡所得
　＝収入金額　
　－　（取得費（★）＋譲渡費用（◎））
　－　特別控除額（♥）

税額
　長期譲渡所得
	　　所得税　譲渡所得×15.315％
　　	住民税　譲渡所得×5％
　短期譲渡所得
　　所得税　譲渡所得×30.63％
　　住民税　譲渡所得×9％

•

印
紙
税
で
売
主
が
負
担
し
た
も
の

•

土
地
な
ど
を
売
る
た
め
に
そ
の
上
の
建
物
を
取
り
壊

し
た
時
の
取
り
壊
し
費
用
な
ど
。
な
お
、
修
繕
費
や

固
定
資
産
税
な
ど
維
持
管
理
の
た
め
に
か
か
っ
た
費

用
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

•

不
動
産
鑑
定
士
、
弁
護
士
に
支
払
っ
た
費
用
で
譲
渡

の
た
め
に
必
要
だ
っ
た
支
払
い

♥
【
特
別
控
除
額
・
等
】

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
特
例
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◇
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
の　
３
，
０
０
０
万　

円
の
特
別
控
除
の
特
例

◇
空
き
家
を
譲
渡
し
た
場
合
の　
３
，
０
０
０
万
円
の

特
別
控
除
の
特
例

◇
所
有
期
間
が
10
年
超
の
マ
イ
ホ
ー
ム
を
譲
渡
し
た
時

の
軽
減
税
率

◇
譲
渡
損
失
が
生
じ
た
場
合

　
マ
イ
ホ
ー
ム
を
買
い
替
え
た
場
合
に
譲
渡
損
失
が
生

じ
た
と
き
は
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
そ
の
損
失
は
給

与
所
得
な
ど
の
他
の
所
得
と
損
益
通
算
が
、
控
除
し
き

れ
な
か
っ
た
場
合
は
翌
年
以
後
3
年
内
に
繰
越
控
除
で

き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
譲
渡
所
得
は
様
々
な
こ
と
を
考
慮
す
る

必
要
の
あ
る
所
得
で
す
。

　
譲
渡
を
検
討
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
検
討
さ
れ
て
い

る
時
点
で
顧
問
税
理
士
な
ど
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。



11 102023.111

内
装
業

㈱
ア
イ
ザ
ッ
ク

宇　

都　

ひ
ろ
子

港
区
南
青
山
２
―22
―４
―５
０
２

電 

話　

０
３
―５
７
７
５
―４
７
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
７
７
５
―４
７
８
６

不
動
産
鑑
定

Ｉ
Ａ
Ｃ
財
産
設
計
㈱

竹　

内　

敬　

雄

港
区
南
青
山
２
―２
―８　Ｄ

Ｆ
ビ
ル
２
階

電 

話　

０
３
―５
７
７
２
―２
８
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
４
３
２
―９
１
９
６

米
菓
専
門
店

㈱
赤
坂
柿
山川　

合　

寛　

妥

港
区
赤
坂
３
―６
―10

電 

話　

０
３
―３
５
８
５
―９
９
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
４
―１
７
６
７

リ
フ
ォ
ー
ム
・
除
菌
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
室
内
お
よ
び
車
両
の
カ
ビ・ウ
ィ
ル
ス
）

㈱
麻
布
タ
マ
ヤ

志　

賀　

律　

子

港
区
東
麻
布
３
―４
―15

電 

話　

０
３
―３
５
８
３
―９
５
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
７
―１
０
２
９

不
動
産
賃
貸
業

㈱
麻
布
文
明
堂

内　

田　

泰　

介

港
区
六
本
木
３
―１
―30

電 

話　

０
３
―３
５
８
３
―０
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
５
―２
２
２
０

洋
家
具
製
造
販
売

㈱
虎
之
門
商
会

須　

藤　

純　

男

港
区
東
麻
布
２
―11
―12

電 

話　

０
３
―３
５
８
３
―９
２
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
３
―９
２
６
６

不
動
産
賃
貸
業

馬
場
商
工
㈱馬　

場　

恵
一
郎

港
区
西
新
橋
３
―23
―８

電 

話　

０
３
―３
４
３
２
―０
３
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
３
２
―０
３
２
５

サ
ー
ビ
ス
業

㈱
ベ
ル
・
デ
ザ
イ
ン

白　

本　

鐘
一
郎

港
区
南
青
山
２
―26
―37

Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
外
苑
前
Ｉ 

９
Ｆ

電 

話　

０
３
―６
４
４
７
―２
５
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
４
４
７
―２
５
９
４

不
動
産
売
買
・
仲
介

ｍ
ａ
ｎ
ａ̓
ｓ
㈱

川　

島　

由
美
子

台
東
区
台
東
３
―35
―７

ペ
ガ
サ
ス
ミ
シ
ン
ビ
ル
２
０
２
号
室

電 

話　

０
３
―５
８
２
６
―４
９
８
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
８
２
６
―４
９
８
３

ス
キ
ン
ケ
ア
サ
ロ
ン

㈱
モ
イ
ス
テ
ィ
ー
ヌ

東
京
西
販
売磯　

部　

雅　

代

港
区
南
青
山
３
―18
―17 Ａ

Ｇ
ビ
ル
３
階

電 

話　

０
３
―６
２
７
１
―５
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
３
４
７
―９
１
７
２

司
法
書
士

若
田
部
司
法
書
士
事
務
所

若
田
部　

鉄　

也

港
区
南
麻
布
４
―12
―25

南
麻
布
セ
ン
ト
レ
２
階

電 

話　

０
３
―５
７
３
９
―１
６
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
７
３
９
―１
６
６
２

不
動
産
賃
貸
管
理

㈱
徳
井

時　

枝　

紀　

子

港
区
麻
布
台
１
―９
―５

電 

話　

０
３
―３
５
８
４
―３
６
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
３
―４
０
７
４

家
庭
用
電
気
機
械
器
具
販
売
内
装
工
事

㈱
ハ
タ
ノ

畠　

野　

裕　

之

港
区
赤
坂
３
―14
―11

電 

話　

０
３
―３
５
８
３
―３
８
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
９
―０
５
３
４

化
粧
品
卸
売

㈱
ビ
ュ
ー
テ
ィ･

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
片
山

片　

山　

謙　

次

港
区
南
青
山
２
―14
―17

ジ
ョ
ワ
レ
南
青
山
３
Ｆ

電 

話　

０
３
―５
４
１
０
―１
２
２
４

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
４
１
０
―１
２
２
０

鍼
灸
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
㈱

河　

井　

洋　

次

港
区
西
麻
布
４
―10
―３

Ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
西
麻
布
Ｂ
１
―Ｃ

電 

話　

０
３
―５
９
６
２
―６
４
２
０

外
食
事
業

㈱
無
洲

浅　

野　

広　

義

港
区
西
新
橋
１
―12
―10

電 

話　

０
３
―５
１
５
７
―０
１
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
１
５
７
―５
１
５
７

法
律
事
務
所

ル
ー
チ
ェ
法
律
事
務
所

中　

井　

陽　

子

港
区
西
新
橋
１
―18
―６

ク
ロ
ス
オ
フ
ィ
ス
内
幸
町
６
０
２

電 

話　

０
３
―５
５
１
０
―５
３
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
４
５
７
―９
１
３
４

不
動
産
業

東
京
施
設
運
営
㈱

齋　

藤　
　
　

寛

港
区
六
本
木
７
―８
―11Ｄ

Ｍ
ビ
ル
６
Ｆ

電 

話　

０
３
―５
７
７
５
―６
８
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
７
７
５
―６
８
６
０

自
動
車
販
売
・
整
備

ニ
ュ
ー
ト
ヨ
オ
ー
ト
㈱

塩　

沢　

仁　

志

港
区
元
赤
坂
１
―１
―15

電 

話　

０
３
―３
４
０
４
―２
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
４
―２
３
１
６

ス
キ
ン
ケ
ア
サ
ロ
ン
・
ヘ
ッ
ド
ス
パ
・

ま
つ
毛
＆
眉
毛
デ
ザ
イ
ン

㈱
Ｂ
ｉ
ｊ
ｏ
ｕ（
ビ
ジ
ュ
ー
）

横　

井　

こ
ず
え

港
区
赤
坂
４
―３
―３

電 

話　

０
３
―６
２
７
７
―７
２
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
２
７
７
―７
２
０
１

製
造
業

ホ
ッ
ピ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱

石　

渡　

美　

奈

港
区
赤
坂
２
―15
―12
―５
０
２

電 

話　

０
３
―３
５
８
３
―８
２
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
０
５
―２
５
１
５

製
造
業

武
蔵
オ
イ
ル
シ
ー
ル
工
業
㈱

武　

藤　

正　

弘

港
区
六
本
木
５
―11
―29

電 

話　

０
３
―３
４
０
４
―６
３
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
５
―７
５
４
７

資
産
活
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

Ｌ
ｅ
ｇ
ｕ
ｉ
ｄ
ｅ
㈱

渡　

邉　

由
紀
子

港
区
南
青
山
６
―13
―５
―３
０
２

電 

話　

０
３
―３
４
８
６
―７
２
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
８
６
―７
２
１
７

眼
鏡
小
売

ド
イ
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
眼
鏡
院

中　

西　

謙　

太

港
区
北
青
山
２
―12
―27

電 

話　

０
３
―６
８
０
４
―１
６
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
８
０
４
―３
６
９
９

不
動
産
賃
貸
業

㈱
ニ
ュ
ー
ご
と
う

後　

藤　
　
　

浩

港
区
六
本
木
５
―１
―２

電 

話　

０
３
―３
４
０
８
―７
２
２
７

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
４
３
８
―９
６
９
１

ゴ
ル
フ
場
管
理

㈱
葉
山
産
業片　

岡　

雅　

敦

品
川
区
東
品
川
４
―９
―26

電 

話　

０
３
―３
４
７
４
―８
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
７
４
―８
１
１
４

総
合
保
険
代
理
店
業

㈱
保
険
代
理
店

堀　

場　

功
一
郎

港
区
元
赤
坂
１
―３
―９

Ｋ
―Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ
ビ
ル
６
階

電 

話　

０
３
―５
５
４
５
―１
２
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
５
４
５
―１
２
７
２

不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業

美
留
不
動
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱

八
百
板　

正　

則

渋
谷
区
代
々
木
５
―５
―６

電 

話　

０
３
―５
７
３
８
―７
４
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
７
３
８
―７
４
５
８

特
許
事
務
所

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

特
許
商
標
事
務
所

浜　

田　

治　

雄

港
区
南
青
山
３
―４
―12

電 

話　

０
３
―３
４
０
４
―５
７
６
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
４
―５
７
４
８

建
築
設
計
・
工
事
監
理

㈱
綱
川
建
築
事
務
所

綱　

川　
　
　

創

港
区
元
麻
布
３
―１
―36

電 

話　

０
３
―５
４
１
２
―２
０
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
４
１
２
―２
０
１
６

ベ
ッ
ド
製
造
業

日
本
ベ
ッ
ド
製
造
㈱

宇
佐
見　

壽　

治

港
区
南
青
山
２
―10
―２

電 

話　

０
３
―５
４
１
３
―７
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
４
１
３
―７
０
０
５

ゴ
ル
フ
場
運
営

㈱
葉
山
国
際
カ
ン
ツ
リ
ー

倶
楽
部

片　

岡　

雅　

敦

品
川
区
東
品
川
４
―９
―26

電 

話　

０
３
―３
４
７
４
―８
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
７
４
―８
１
１
４

不
動
産
賃
貸
業

㈱
ほ
う
ら
い
や
ビ
ル

新　

保　

雅　

敏

港
区
六
本
木
５
―２
―１

電 

話　

０
３
―３
４
７
８
―３
３
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
３
―４
８
７
０

不
動
産　

賃
貸
・
売
買
・
管
理

㈱
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ

角　

張　

敏　

郎

港
区
六
本
木
７
―13
―１

電 

話　

０
３
―５
７
８
５
―３
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
１
―３
７
０
１

内
装
仕
上
工
事
業

㈱
優
雅
堂

中　

村　

武　

志

港
区
六
本
木
３
―３
―14

電 

話　

０
３
―３
５
８
３
―８
１
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
３
―８
１
７
３

不
動
産
仲
介
業

㈱
有
栖
川
ア
セ
ッ
ト

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

鈴　

木　

子　

音

港
区
南
麻
布
５
―15
―20
―５
０
３

電 

話　

０
３
―６
４
５
６
―３
９
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
４
５
６
―３
９
２
９

パ
ッ
ケ
ー
ジ
企
画
・
販
売

Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
・
Ｐ
Ａ
Ｘ
㈱

尾　

関　
　
　

勇

港
区
赤
坂
２
―19
―４ 

４
階

電 
話　

０
３
―３
５
８
５
―０
０
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
３
―３
５
８
５
―９
１
２
４

税
理
士
事
務
所

飯
島
総
合
会
計
事
務
所

飯　

島　

一　

郎

港
区
元
麻
布
３
―２
―19
―４
Ｆ

電 

話　

０
３
―５
７
７
５
―１
６
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
７
７
５
―１
６
３
２

建
築
設
計
監
理

㈱
イ
ナ
バ
建
築
設
計
事
務
所

稲　

葉　

秀　

一

港
区
南
青
山
５
―11
―15
―３
０
４

電 

話　

０
３
―３
４
０
６
―１
７
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
６
―８
３
５
０

弁
理
士
事
務
所

上
原･

並
川
商
標
特
許
事
務
所

上　

原　

空　

也

港
区
新
橋
３
―３
―14

電 

話　

０
３
―６
２
０
６
―１
９
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
２
０
６
―１
９
８
２

損
害
保
険
業

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱

丹　
　
　

直　

弘

新
宿
区
西
新
宿
２
―４
―１

新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
14
階

電 

話　

０
３
―６
８
６
４
―７
０
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
８
９
４
―９
９
２
１

不
動
産
仲
介
・
管
理
業

㈱
Ａ
Ｂ
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

内　

田　

泰　

介

港
区
六
本
木
３
―１
―17

第
２
Ａ
Ｂ
ビ
ル
１
Ｆ

電 

話　

０
３
―３
５
８
６
―０
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
６
―２
０
０
０

デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
業

㈱
エ
ム
ク
ロ
ス

内　

田　

泰　

介

港
区
六
本
木
３
―１
―30Ａ

・
Ｂ
ビ
ル
１
階

電 

話　

０
３
―３
５
８
３
―０
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
５
―２
２
２
０

企
画
輸
入
・
製
造
大
卸

㈱
エ
ム
ケ
イ
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ

小　

林　

洋　

子

品
川
区
平
塚
２
―１
―16Ｋ

Ｋ
ビ
ル
４
階

電 

話　

０
３
―６
４
２
１
―６
２
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
４
２
１
―６
２
７
４

不
動
産
業

オ
ー
エ
ム
商
事
㈱

落　

合　

伸
太
朗

港
区
六
本
木
１
―７
―28

落
合
麻
布
台
ビ
ル
９
階

電 

話　

０
３
―３
５
８
５
―０
２
４
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
０
５
―２
３
４
０

不
動
産

キ
ャ
ピ
タ
ル
開
発
㈱

岩　

上　

義　

明

港
区
赤
坂
１
―７
―19

電 

話　

０
３
―３
５
８
６
―１
２
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
２
―９
０
８
６

弁
護
士
業

King &
 W

ood M
allesons

法
律
事
務
所･

外
国
法
共
同
事
業

弦　

巻　

充　

樹

千
代
田
区
丸
の
内
３
―２
―３

丸
の
内
二
重
橋
ビ
ル
21
階

電 

話　

０
３
―５
２
１
８
―６
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
２
１
８
―６
７
１
２

不
動
産
管
理
業

㈱
ク
ワ
ジ
マ桑　

嶋　

哲　

朗

港
区
南
青
山
３
―15
―７

ク
ワ
ジ
マ
ビ
ル
３
Ｆ

電 

話　

０
３
―３
７
９
６
―１
６
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
７
９
６
―１
６
４
１

警
備
業（
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
）

㈱
警
備
の
窓
口

倉　

上　

敏　

雄

大
田
区
本
羽
田
１
―23
―13
―７
０
４

電
話 

０
７
０
―８
５
７
０
―３
０
８
５

飲
食

小
料
理
六
本
木
ほ
ろ
ほ
ろ

髙　

橋　

洋　

子

港
区
六
本
木
３
―４
―15 

ク
ラ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ム
１
階

電 

話　

０
３
―５
５
６
３
―０
８
０
８

ゴ
ル
フ
場
経
営

㈱
三
和

片　

岡　

雅　

敦

品
川
区
東
品
川
４
―９
―26

電 

話　

０
３
―３
４
７
４
―８
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
７
４
―８
１
１
４

産
業
用
水
処
理
装
置
製
造
・
輸
出

㈱
Ｊ
．Ｋ
．イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ

吉　

田　

眞
紀
子

港
区
西
麻
布
３
―４
―１

電 

話　

０
３
―６
４
５
９
―２
２
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
２
３
―２
３
０
０

ビ
ル
管
理
業

市
街
地
開
発
㈱

中　

井　

暲　

典

港
区
北
青
山
３
―３
―７
―３
０
１

電 

話　

０
３
―３
４
０
３
―２
５
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
１
―５
１
１
１

不
動
産

シ
グ
マ
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト
㈱

坂　

本　

章　

彦

港
区
西
麻
布
１
―４
―11

シ
グ
マ
西
麻
布
Ⅱ
３
Ｆ

電 

話　

０
３
―５
７
７
２
―７
６
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
７
７
２
―７
６
７
５

オ
フ
ィ
ス
用
品
取
扱
店

㈱
重
松
商
事重　

松　
　
　

公

港
区
赤
坂
２
―12
―21

電 

話　

０
３
―３
５
８
５
―６
０
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
８
―１
３
２
１

ア
ー
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

㈲
ジ
ョ
イ
コ
ン
セ
プ
ト

額　

賀　

真
理
子

港
区
南
麻
布
３
―３
―38

電 

話　

０
３
―３
４
４
３
―５
３
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
４
７
―３
０
２
３

司
法
書
士
業

司
法
書
士
法
人 

新
東
京
国
際
リ
ー
ガ
ル

佐
々
木　

雅　

人

千
代
田
区
四
番
町
４
―９

東
越
伯
鷹
ビ
ル
４
Ｆ

電 

話　

０
３
―３
２
３
４
―１
０
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
２
３
４
―１
０
７
８

税
理
士
業

鈴
木
久
雄
税
理
士
事
務
所

鈴　

木　

久　

雄

江
東
区
清
澄
３
―８
―10
―２
０
１

電 

話　

０
３
―６
４
５
８
―８
５
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
４
５
８
―８
５
２
９

不
動
産
売
買
・
売
買
仲
介
・
賃
貸
管

理
・
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業

㈱
ス
マ
イ
ル
ゲ
ー
ト

滝　

澤　

将　

史

武
蔵
野
市
御
殿
山
１
―２
―１
―４
０
２

電 

話　

０
４
２
２
―２
４
―６
８
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
２
２
―２
４
―９
９
７
２

輸
入
卸
売
業

㈱
大
喜
屋

前　

畑　

隆　

之

港
区
六
本
木
３
―６
―３

電 

話　

０
３
―３
５
８
５
―２
０
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
７
―２
１
７
０

令
和
五
年　
元
旦　
　
　
　
公
益
社
団
法
人
麻
布
法
人
会　
会
長　

稲
葉
　
秀
一
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毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
、
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
、
テ
ィ
ー
・

ク
ラ
ブ
共
催
「
税
を
考
え
る
週
間
」
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
、
麻
布
税
務
署
副
署
長　
田
畑
英
樹
氏
に
「
新
た
な
国
際
課

税
ル
ー
ル
に
つ
い
て
」
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
済
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
伴
う
課
税
上
の
問
題
点
、
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
を
利
用
し
た
巨
大
多

国
籍
企
業
の
租
税
回
避
、
ま
た
、
そ
れ
ら
に
起
因
す
る
法
人
税
率
引
き
下

げ
競
争
な
ど
、
こ
れ
ら
を
是
正
す
る
狙
い
で
「
15
％
グ
ロ
ー
バ
ル
ミ
ニ
マ

ム
課
税
」
導
入
等
、
国
際
課
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ひ
と
言
で
言
え
ば
、
巨
大
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
か
ら
も
、

そ
の
市
場
国
で
徴
税
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
第
２
部
は
、
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
が
小
・
中
学
生
を
対
象
に
租
税
教
室

で
行
っ
て
い
る
「
人
生
ゲ
ー
ム
と
街
づ
く
り
ゲ
ー
ム
」
を
体
験
い
た
し

ま
し
た
。
６
チ
ー
ム
に
別
れ
て
ゲ
ー
ム
開
始
で
す
。
麻
布
税
務
署
チ
ー

ム
（
小
尾
署
長
は
じ
め
幹
部
の
皆
様
）
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
若
田
部
副
会
長
の
上
手
な
説
明
に
従
い
進
め

て
い
き
ま
す
。
先
ず
サ
イ
コ
ロ
を
転

が
し
て
、
出
た
目
の
数
だ
け
コ
マ
を

進
め
ま
す
。
途
中
手
持
ち
資
金
が
足

り
な
く
な
っ
た
ら
、
資
金
を
ど
の
よ

う
に
調
達
す
れ
が
よ
い
か
、
チ
ー
ム

で
話
し
合
い
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
街
づ
く
り
ゲ
ー
ム
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
街
づ
く
り
ゲ
ー
ム
は
短
時

間
で
深
い
学
び
を
得
ら
れ
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
楽
し
か
っ
た

で
す
。
最
後
に
お
二
人
の
講
師
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ　
吉
田
眞
紀
子

税
を
考
え
る
週
間  

講
演
会

令
和
４
年
11
月
14
日
　
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室

2023.113 12

　今回の大会は千葉県の幕張メ
ッセ幕張イベントホールで行わ
れました。
　第１部の記念講演は、ニュー
スキャスター・ジャーナリスト
の安藤優子氏が「女性がテレビ
で働くということ」と題しての話。大学生時代からテレビ局でア
ルバイトをしたことをきっかけに、初の取材が政治家の金丸信氏。
第一声に「バカヤロー！」と怒鳴られてから、その後親しくお付
き合いが始まったエピソードは興味深いものがありました。
　第２部大会式典では来賓に坂田国税庁長官、重藤東京国税局長、
熊谷千葉県知事、神谷千葉市長等の面々を迎え、我が麻布法人会
の特別顧問でもある（公社）全国法人会連合会会長小林栄三氏の挨
拶の後、表彰受彰会紹介、税制改正提言の報告等が行われました。
　また、租税教育では佐賀県法人会連公開青年部の活動報告には
驚きました。生徒たちに総理大臣の立候補をしてもらい、有権者
である他の生徒たちに自分の政策を訴える者でした。各々個性あ
る予算の使い方を力説し、小学生とは思えないほどの説得力があ
りました。
　第３部は懇親会。1900名参加の大会で、1000名が着座で出席。
コロナ過であることから、知恵を絞り万全の体制で盛大に行われ
たことをご報告申し上げます。次回は群馬県の高崎での開催とな
ります。　　　　　　　　　　　　　税制税務委員長　飯島一郎

公益事業委員会 厚生共益事業委員会

　11月１日午前10時より、六本木ヒルズアリーナ
で第60回献血活動を行いました。オフィス街の人
出が減少している為、
当初はどれだけの協
力を得られるか不安
でしたが、実に67名
もの方にお申し込み
頂き、最終的には53
名より献血を頂くことが出来ました。
　特に麻布税務署長のご来訪後は、統括のお声掛け
により多数の職員の方が応援に駆けつけて下さいま
した。加えて、会員企業の方や近隣オフィスにお勤
めの方などの沢山の暖かいお気持ちが重なり多くの
方々にご協力をいただくこととなりました。
　また、今回の活動では六本木ヒルズアリーナをお
貸し下さった森ビル様、大きなモニターに案内動画
をお流しくださったテレビ朝日様にも心より感謝を
申し上げます。
　今年度に入り累計協力者数は4000名を達成し、
次回は東京ミッドタウンでの実施を予定しておりま
す。引き続きご協力賜りますよう宜しくお願い申し
上げます。　　　　　　　公益事業委員　齊藤将彦

　日頃から法人会活動にご協力い
ただき、ありがとうございます。
　今回は2020年２月開催予定で
したが、コロナ禍のために中止に
なっておりました麻布ビジネス交流会を六本木ヒルズクラブに
て開催いたしました。NHK「ブラタモリ」でおなじみの皆川
典久先生に『坂道をぶらり歩けばスリバチに通じる！凸凹や段
差こそ麻布の魅力』というお題にてご講演いただきました。
　我々、麻布法人会の麻布・赤坂・青山・六本木地区は谷（ス
リバチ）の宝庫です。ということは坂道もたくさんあります。
港区の多くの坂道には名前がついており、木製の案内標識が立
てられ、坂道の名前の由来などが書かれております。たまに見
かけたときに読んでいただくと面白いと思います。
　さて第一部では、皆川先生のスリバチについての楽しいご講
演を拝聴し、その後テーブルごとにグループディスカッション
をして発表するという形で行われました。お話しされている皆
川先生が一番楽しそうで、我々も見たことある景色も多く、ど
んどん引き込まれていきました。その後の懇親会も盛り上がり、
あっという間の3時間でした。
　今後も楽しい企画をどんどん開催していきますので、2023
年度もよろしくお願いいたします。

厚生共益事業委員長　堀場功一郎

～第60回献血活動へのご協力
　　　　ありがとうございました～

麻布ビジネス交流会

税制税務委員会

第38回法人会全国大会（千葉大会）
令和４年10月13日（会場開催）

税制税務委員会

　当会では、毎年東京１区の衆議院議員に税制改
正に関する提言書を提出しています。
　今回は中小企業の活性化に資する税制処置と法
人税では役員給与、相続税では保険金･死亡退職金
の非課税限度額についてご説明させて頂きました。
衆議院議員　海江田万里 代議士
日時：令和4年11月17日
出席：会長 稲葉秀一、税制税務委員長 飯島一郎
内容：海江田代議士からは、特に役員給与の損金
不算入の撤廃について理解を示して頂きました。
衆議院議員　山田美樹 代議士
日時：令和年11月21日
出席：会長 稲葉秀一、税制税務委員長 飯島一郎
内容：山田代議士は、現在環境副大臣であること
から、特に「環境問題に対する税制上の対応」に
ついて制度、中小企業に対してのさらなる対策を
講じる必要について理解を示して頂きました。
衆議院議員　小野泰輔 代議士
日時：令和4年11月25日
出席：会長 稲葉秀一、税制税務委員長 飯島一郎
内容：小野代議士からは、特に消費税の複数税率
の撤廃とインボイス制度について理解を示して頂
きました。

税制税務委員長　飯島一郎

令和５年度税制改正に関する提言

　
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
で
は
11
月
28
日
㈪
に
「
銀
座
で
楽
し

む
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」
と
題
し
て
恒
例
の
年
末
交
流
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
フ
レ
ン
チ
の
殿
堂
「
ポ
ー
ル
・
ボ
キ

ュ
ー
ズ
銀
座
」
で
フ
ル
コ
ー
ス
を
堪
能
し
な
が
ら
お
料
理

に
合
わ
せ
た
ワ
イ
ン
を
い
た
だ
く
贅
沢
な
趣
向
に
加
え
、

ひ
ら
ま
つ
グ
ル
ー
プ
の
ワ
イ
ン
業
務
全
般
に
携
わ
る
竹
内

様
か
ら
ワ
イ
ン
・
チ
ー
ズ
の
お
話
し
を
伺
う
と
い
う
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
要
素
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
お
話
し
を

伺
っ
た
あ
と
、
ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
の
ク
イ
ズ
を
ご
用
意
い

た
だ
き
、
勝
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
何
か
赤
か
ゴ
ー
ル
ド
の
も
の

を
身
に
着
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
ド
レ
ス
コ
ー
ド
か
ら
、

稲
葉
会
長
よ
り
赤
、
ゴ
ー
ル
ド
そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ス
ト
ド
レ

ッ
サ
ー
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
副
部
会
長　
渡
邉
由
紀
子

年末交流会
令和4年11月28日　ブラッスリーポール・ボキューズ銀座

活動
報告
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今
年
で
36
回
目
と
な
る
全
国
青
年
の
集
い
沖
縄
大
会
に
参

加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
に
制
限
の
な
い
大
会
と

な
り
、
全
国
の
青
年
部
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
で
沖
縄
が
返
還
さ
れ
50
年
と
な

り
ま
す
。
そ
の
節
目
と
な
る
年
に
、
サ
ン
エ
ー
の
メ
ン
バ
ー

12
名
（
Ｏ
Ｂ
含
む
）
で
沖
縄
に
行
け
た
こ
と
は
、
と
て
も
よ

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
租
税
教
室
プ
レ
ゼ

ン
で
は
、
鹿
児
島
法
人
会
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

我
々
麻
布
法
人
会
の
租
税
教
育
活
動
に
も
応
用
で
き
そ
う
な

内
容
で
し
た
の
で
、
早
速
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
の
方
と
お
会

い
す
る
約
束
を
し
て
、
東
京
で
お
会
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
以
前
も
サ
ン
エ
ー
メ
ン
バ
ー
が
宮
崎
法
人
会
ま
で
租

税
教
室
の
話
を
聞
き
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
全
国
大

会
は
人
と
人
を
繋
ぎ
、
よ
り
よ
い
租
税
教
育
活
動
に
し
て
い

こ
う
と
全
国
の
青
年
部
が
集
ま
る
素
晴
ら
し
い
会
で
す
。
来

年
の
山
形
大
会
に
も
多
く
の
会
員
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
ご
報
告
で
す
が
、
昨

年
度
の
会
員
増
強
の
報
告
が
あ

り
、麻
布
法
人
会
は
１
３
４
．８

％
で
全
国
８
位
に
、
ま
た
、
会

員
の
増
加
数
は
37
名
増
員
で
全

国
５
位
で
し
た
。
来
年
も
名
前

を
残
せ
る
様
、
こ
れ
か
ら
も
会

を
盛
り
上
げ
、
会
員
増
強
に
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
部
会
長

内
田
泰
介

第
36
回
全
国
青
年
の
集
い 

沖
縄
大
会

 
令
和
４
年
11
月
24
〜
25
日　
沖
縄
県
沖
縄
市

14

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
広
告
予
算
を
投

入
し
に
く
い
状
況
が
続
く
な
か
、
多
額
の

費
用
を
か
け
ず
に
多
く
の
成
果
を
得
る
た

め
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
小
規
模
事
業

者
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｎ

Ｅ　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
合
同
会
社
」。
代
表
の

有
田
俊
介
氏
は
、
大
手
国
内
メ
ー
カ
ー
を

は
じ
め
、
外
資
系
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ブ
ラ

ン
ド
な
ど
多
く
の
企
業
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
部
門
の
責
任
者
を
歴
任
し
、
３
年
前
に

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
開
業
。
長
年
培
っ
た

経
験
を
強
み
に
、
消
費
者
向
け
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
実
店
舗

の
集
客
支
援
な
ど
、
中
小
企
業
を
活
性
化

す
る
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を

し
て
い
る
。

投
資
費
用
を
極
力
抑
え
た

顧
客
づ
く
り
の
仕
組
み
を
提
案

　
慶
應
義
塾
大
学
卒
業
後
、
大
手
国
産
自

動
車
メ
ー
カ
ー
に
就
職
、
以
降
大
手
外
資

系
ブ
ラ
ン
ド
の
日
本
法
人
に
て
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
一
筋
に
、
百
円
の
加
工
食
品
か

ら
数
億
円
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
ま
で
、
多
様
な

ジ
ャ
ン
ル
、
価
格
帯
の
商
品
企
画
、
広
告

宣
伝
、顧
客
管
理
、ク
レ
ー
ム
処
理
な
ど
、

川
上
か
ら
川
下
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
に
携
わ
っ
て
き
た
有

田
氏
。

「
多
岐
に
わ
た
る
商
材
を
扱
っ
て
き
ま
し

た
が
、
内
容
や
価
格
帯
は
違
っ
て
も
、
消

費
者
向
け
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売

は
、
い
か
に
認
知
度
、
信
頼
度
を
高
め
、

リ
ピ
ー
ト
に
繋
げ
る
か
、
と
い
う
点
で
共

通
し
て
い
ま
す
」

　
現
在
は
、
紹
介
を
中
心
に
エ
ス
テ
サ
ロ

ン
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
、飲
食
店
な
ど
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
新
規
の
顧
客
獲
得
が

伸
び
悩
み
、
固
定
客
の
来
店
頻
度
も
間
延

び
し
て
い
る
実
店
舗
の
集
客
を
軸
に
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
中
小
企
業
で
も
長
期
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
月
々
１
９
，
８
０

０
円
（
税
別
）
か
ら
活
用
で
き
る
集
客
支

援
パ
ッ
ク
も
提
案
し
て
い
る
そ
う
。

「
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
、
飲
食
店
な
ど
の
多
く

は
、
予
算
を
投
じ
て
大
手
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
店
舗
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
の
に
集

客
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、

無
料
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
グ
ー

グ
ル
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
戦
略
的
に
情
報

を
更
新
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
」

　
デ
ジ
タ
ル
の
専
門
知
識
や
ス
キ
ル
は
不

要
で
、最
新
の
情
報
を
こ
ま
め
に
掲
載
し
、

口
コ
ミ
に
き
ち
ん
と
返
信
す
る
な
ど
、継
続

的
に
運
用
で
き
れ
ば
、
無
料
の
ツ
ー
ル
で

も
十
分
集
客
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

「
今
は
、
多
様
な
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
が
あ

る
の
で
、実
店
舗
で
の
接
客
技
術
に
加
え
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
、
い
か
に
魅
力
あ
る
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
す
る
か
も
重
要

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
入
れ
て
終
わ

り
で
は
な
く
、
持
続
的
に
そ
れ
を
活
用
し

た
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が

成
果
に
繋
が
り
ま
す
」

　
事
業
に
よ
っ
て
は
補
助
金
が
活
用
で
き

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
事
業
計
画
書
作
成

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
含
め
、
投
資
費
用
を

最
小
化
し
て
長
期
的
に
結
果
を
出
す
た
め

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
提
供
し
て
い
る
。

伴
走
型
支
援
で
持
続
的
に

企
業
の
成
長
に
寄
り
添
う

　
小
規
模
事
業
者
は
、
売
上
が
前
年
を
上

回
る
こ
と
を
売
上
目
標
と
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
が
、
そ
れ
は
結
果
で
あ
っ
て
目

標
で
は
な
い
と
有
田
氏
は
説
く
。
ま
ず
、

年
間
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
事
業
を
達
成

し
た
い
の
か
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

今
月
何
を
す
る
の
か
、
そ
れ
を
週
次
の
業

務
目
標
ま
で
落
と
し
込
む
こ
と
が
基
本
だ

と
い
う
。

「
目
標
を
設
定
す
る
た
め
に
は
理
念
が
必

要
で
、
そ
れ
が
な
い
と
計
画
を
立
て
る
の

が
難
し
い
。大
切
な
の
は
経
営
理
念
で
す
」

会
社
が
成
長
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

り
、
そ
の
た
め
に
何
を
す
る
か
。
大
企
業

で
は
当
た
り
前
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ

セ
ス
を
解
き
ほ
ぐ
し
案
内
し
て
い
る
と
の

こ
と
。

「
自
身
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
経
験
を
元

に
、
Ｆ
Ｍ
世
田
谷
で
週
一
回
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

番
組
を
放
送
、
リ
ス
ナ
ー
の
方
を
招
い
た

公
開
収
録
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行

っ
て
き
ま
し
た
」

海
外
で
の
販
路
開
拓
、

輸
出
支
援
に
も
注
力

　
一
方
で
、
中
小
企
業
の
物
作
り
を
応
援

す
る
た
め
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
ハ
ン
ズ
オ

ン
支
援
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
高
品
質
な

商
品
の
海
外
で
の
販
路
開
拓
を
支
援
す
る

活
動
も
行
っ
て
い
る
。

「
外
資
系
ブ
ラ
ン
ド
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
経
験
を
活
か
し
、
海
外
取
引
先
と
の
折

衝
や
、
欧
米
の
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
へ
の
出

展
な
ど
を
通
し
販
路
開
拓
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
奈
良
県
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

コ
ッ
ト
ン・ソ
ッ
ク
ス
、
東
京
の
理
容
鋏
、

姫
路
の
ま
な
板
な
ど
、
伝
統
工
芸
品
を
中

心
に
今
ま
で
10
数
社
の
輸
出
支
援
を
し
て

き
ま
し
た
」

　
国
内
と
海
外
、
２
つ
を
軸
に
中
小
企
業

の
顧
客
作
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ
か
、
Ｖ

Ｒ
制
作
や
ド
ロ
ー
ン
撮
影
な
ど
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
と
共
同
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
展
開
。『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
ス
モ
ー

ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
元
気
に
し
た
い
！
』
と
い

う
理
念
を
追
求
し
続
け
て
い
る
。
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企

業

訪

問

慶應義塾大学経済学部卒。ト
ヨタ自動車株式会社入社後、 
BMW、プジョー、グッドイ
ヤー、ハーシー、ルイ・ヴィ
トンなど、 外資系大手消費財
ブランド日本法人にてマーケ
ティング業務を歴任。 
FM世田谷「有田俊介NOONE 
RADIO」パーソナリティ 
2021年7月 NOONE TOKYO 
合同会社設立 
2021年度より、JETRO　新
輸出大国コンソーシアムパー
トナー 
Certified Officer of Industrial
Companies（ドイツ商工会議
所） 
趣味は、剣道（六段）、キック
ボクシング、自転車ツーリング

有田 俊介
ありた　しゅんすけ

FM世田谷収録スタジオにてナビゲーターの岡野美和子さんと

取材：内田泰介／文責：秋山美英

マーケティングで
日本のスモールビジネスを元気に

N
ノ ー ワ ン

OONE T
ト ウ キ ョ ウ

OKYO合同会社
https://nooneconsulting-tokyo.com

令和４年度 サンエー･クラブ名刺･情報交換会
令和4年12月7日㈬　KENTO’S ROPPONGI

　令和4年12月7日㈬にKENTO’S	ROPPONGIにて「令和
4年度サンエー・クラブ名刺・情報交換会」が開催され、
70名の会員・OB・OGの方々にご参加頂き、活発に名刺
交換・情報交換会をすることが出来ました。
　そして、サンエー・クラブ50周年記念という事で、
KENTO’S	ROPPONGIを貸し切りにし、『	J-POP	NIGHT』
と称して各方面で活躍中の若手アーティストが集結したハ
イクオリティJ-POP	バンドGRID	CREWSにご出演頂き、
盛大にライブを行いました。小室哲哉、宇多田ヒカル、ミ
スチルetc…	80年代90年代に大ヒットし、日本中で愛さ
れた数々の名曲を70分間で14曲と、たっぷりとお贈り頂
きました。ステージ前には多くの方々が懐かしの名曲にの
ってダンスを楽しみ、ここ数年の新型コロナウイルスの感
染拡大により溜まったストレスを全て発散出来たのではな
いかと思います。
　この名刺交換・情報交換会の為に様々な準備や係りのご

協力を頂いたサンエー・クラブの正副の皆様、総務委員会
の皆様、事務局の野上さん、ありがとうございました。ま
たご参加頂いた沢山の会員の皆様のお陰で大盛況に開催す
ることが出来ました。この場を借りてお礼申し上げます。
　最後に、我々サンエー・クラブは今年度創立50周年を
迎えます。50周年記念事業に向けて会員100名を目指し
て会員増強に取り組んでおります。その結果、令和3年度
は20名の新入会員を迎えることができ、令和3年度末時
点では会員数76名となっております。そして今年度はす
でに35名の新しい仲間を迎えることができ、本日現在で
110名となり目標達成することができました。引き続き
50周年記念式典に向けて仲間を増やしていきたいと思い
ます。　　　　サンエー・クラブ　総務委員長　山梨泰弘
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意見広告

少子高齢化、人口減少、1,000兆円の国債。
将来世代に先送りせず、財政の健全化を！

法人会からの提言

中小企業を中心として全国約75万社の会員企業で構成される“経営者の団体”「公
益財団法人 全国法人会総連合 （略称：全法連）」は、9月22日開催の理事会にお
いて「令和5年度税制改正に関する提言」を決議しました。コロナ禍は最悪期を
脱し、我が国も“ウィズコロナ”と呼ばれる共生の段階に入ったとされます。しか
し、業種によってはその後遺症で破綻に追い込まれる企業も多くあります。特に
地域経済と雇用を担っている中小企業は経営基盤が弱いことから、我が国経済の
土台が揺らがないよう税財政や金融面から実効性ある対策を求めています。
また、我が国財政は先進国の中で突出して悪化していたところに100兆円近くと
もいわれる莫大なコロナ対策費が加わり、国債発行残高はついに1,000兆円の大
台を突破しました。我が国は先進国で最速のスピードで少子高齢化が進み、かつ
人口が減少するという極めて深刻な構造問題を抱えています。このため、少なく
とも国債で賄ったコロナ対策費の負担について、将来世代に先送りせず現世代で
解決するよう返済計画を策定することが急務です。その他、持続可能な社会保障
制度の構築、国・地方を通じて徹底した行財政改革の推進等も求めています。
今後、この提言に基づき、全法連は政府・政党に、各地の法人会からは、それぞ
れの自治体等に対して提言活動を行って参ります。

公益財団法人	全国法人会総連合

会長  小林 栄三
伊藤忠商事（株）名誉理事

意見広告

中小企業を中心として全国約75万社の会員企業で構成される“経営者の団体”「公益財団法人 全国法人会総連合 （略称：全法連）」は、9月
22日開催の理事会において「令和5年度税制改正に関する提言」を決議しました。コロナ禍は最悪期を脱し、我が国も“ウィズコロナ”と呼ば
れる共生の段階に入ったとされます。しかし、業種によってはその後遺症で破綻に追い込まれる企業も多くあります。特に地域経済と雇用を
担っている中小企業は経営基盤が弱いことから、我が国経済の土台が揺らがないよう税財政や金融面から実効性ある対策を求めています。
また、我が国財政は先進国の中で突出して悪化していたところに100兆円近くともいわれる莫大なコロナ対策費が加わり、国債発行残高は
ついに1,000兆円の大台を突破しました。我が国は先進国で最速のスピードで少子高齢化が進み、かつ人口が減少するという極めて深刻な
構造問題を抱えています。このため、少なくとも国債で賄ったコロナ対策費の負担について、将来世代に先送りせず現世代で解決するよう
返済計画を策定することが急務です。その他、持続可能な社会保障制度の構築、国・地方を通じて徹底した行財政改革の推進等も求めて
います。今後、この提言に基づき、全法連は政府・政党に、各地の法人会からは、それぞれの自治体等に対して提言活動を行って参ります。 公益財団法人 全国法人会総連合

会長 小林 栄三
伊藤忠商事（株）名誉理事

1．財政健全化に向けて
財政健全化は国家的課題であり、コロナ禍収束後には本格的
な歳出・歳入の一体的改革に入れるよう準備を進めることが
重要である。歳入では安易に税の自然増収を前提とすること
なく、また歳出については聖域を設けずに分野別の具体的な
削減・抑制の方策と工程表を明示し、着実に改革を実行する。

2．社会保障制度に対する基本的考え方
社会保障給付費は公費と保険料で構成されており、財政のあり
方と密接不可分の関係にある。現状の「中福祉・低負担」と
いう不均衡を「中福祉・中負担」という正常な姿に改革するに
は、適正な負担を確保するとともに、給付を「重点化・効率化」
により可能な限り抑制するしか方法はない。また、社会保障の
あり方では「自助」「公助」「共助」の役割と範囲を改めて見直す
ほか、公平性の視点が重要である。

3．行政改革の徹底
地方を含めた政府・議会が「まず隗より始めよ」の精神に基づき
自ら身を削ることが重要であり、直ちに明確な期限と数値
目標を定めて改革を断行する。

4．マイナンバー制度
マイナンバー制度は、すでに運用を開始しているが、未だ国民
や事業者が正しく制度を理解しているとは言い難い。コロナ禍
の混乱が同カードを利用したデジタル対応をできなかった結果
によるという点を踏まえ、政府は制度の意義の周知に努め、
その定着に向け本腰を入れて取り組んでいく必要がある。

1．中小企業の活性化に資する税制措置
中小企業は地域経済の担い手であるだけではなく、我が国経済
の礎である。コロナ禍の影響が依然残っているだけでなく、エネ
ルギーや原材料価格の上昇などが重なり、経営環境は一段と
厳しさを増している。中には廃業に追い込まれる例も珍しくない。
そうした中で求められるのは、健全な経営に取り組んでいる企業
が、持てる能力を十分に発揮できるような税制の確立である。

（1）中小法人に適用される軽減税率の特例15％の本則化、適用
　　所得金額の引上げ。

（2）「中小企業投資促進税制」、「少額減価償却資産の取得価額
　　の損金算入の特例措置」の拡充、本則化。 等

2．事業承継税制の拡充
我が国企業の大半を占める中小企業は、地域経済の活性化や
雇用の確保などに大きく貢献している。中小企業が相続税の
負担等によって事業が承継できなくなれば、経済社会の根幹が
揺らぐことになる。平成30年度の税制改正では比較的大きな
見直しが行われたが、さらなる抜本的な対応が必要である。

（1）事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制
　　の創設

（2）相続税、贈与税の納税猶予制度の充実

（3）取引相場のない株式の評価の見直し

3．消費税関係
消費税は社会保障の安定財源確保と財政健全化に欠かせない
が、軽減税率制度は事業者の事務負担が大きいうえ、税制の簡
素化、税務執行コストおよび税収確保などの観点から問題が多
い。このため、かねてから税率10％程度までは単一税率が望ま
しく、低所得者対策は「簡素な給付措置」の見直しで対応するの

私たち法人会は、中小企業を中心として全国約75万社の会員企業を擁する団体です。41都道県に440の単位法人会が組織され、創設以来70年にわたり、国の根幹ともいえる「税」の分野を中心とした活動を全国的に展開し、申告納税制度の維持・発展に寄与してまい
りました。近年は、我が国の将来を見据えた税の提言や各種研修会の開催、地域社会貢献活動に加え、次代を担う児童への租税教育や税の啓発活動、さらには企業の税務コンプライアンス向上に資する取り組みにも力を注いでいます。なお、法人会青年部会では、社会
保障給付の抑制と安定的な国の歳出確保に資するため「財政健全化のための健康経営プロジェクト」を展開し、①「健康経営Ⓡ」を柱にした企業の活力向上がもたらす税収の増加、②適切な医療利用による医療費の適正化に向けたアクションプランに取組んでいます。
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法人会とは

が適当であることを指摘してきた。政府は、国民や事業者への
影響、低所得者対策の効果等を検証し、問題があれば同制度の
是非を含めて見直しが必要である。

（1）令和5年10月から導入される「インボイス制度」について、すでに
「インボイス発行事業者」の登録申請がはじまっているものの、
事業者のインボイス制度に対する理解が十分に深まっていると
は言い難い。さらに、新型コロナは小規模事業者等の事業継続
に大きな困難をもたらした。これら事業者が事務負担増や取引
から排除等の理由により休廃業に追い込まれることのないよ
う、当面は現行の「区分記載請求書等保存方式」の維持、または
免税事業者からの仕入税額相当額の8割を控除できる経過
措置を当分の間維持するなど、弾力的に対応すべきである。

（2）インボイス制度を実施するのであれば、国は事業者に混乱が生じ
ないよう制度の周知を徹底するとともに、事務負担が軽減する
ような環境整備が必要である。また、課税事業者が免税事業者
と取引を行うに際し、取引価格の引下げや取引の停止などの
不利益を与えないよう、実効性の高い対策をとるべきである。 等

Ⅰ 税・財政改革のあり方 Ⅱ 経済活性化と中小企業対策

今般のコロナ禍は国と地方の役割分担の曖昧さだけでなく、
自治体と診療所を含む医療機関の間での意思疎通不足を表面
化させ、これによる混乱は現在も尾をひいている。コロナ禍は
また、東京一極集中のリスクも浮き彫りにし、テレワークの拡大
等により地方への転出が増加する傾向も見られた。しかし、
その規模は極めて小さく地方活性化の原動力にはなり得ない。
やはり、地方自身がそれぞれの特色や強みをいかした活性化
戦略を構築し、地域の民間の知恵と工夫により、新たな地場
技術やビジネス手法を開発していくことが不可欠である。
その際に最も重要なのは、地方が自立・自助の精神を理念とし、
自らの責任で必要な安定財源の確保や行政改革を企画・立案
し実行していくことである。

Ⅲ 地方のあり方

令和5年度税制改正に関する提言（概要）

※提言書の全文は、全法連ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

1. （注1）令和3年度までは決算、令和4年度は補正後

予算による。（注2）公債発行額は、平成2年度は湾岸

地域における平和回復活動を支援する財源を調達

するための臨時特別公債、平成6～8年度は消費税率

3％から5％への引上げに先行して行った減税による

租税収入の減少を補うための減税特例公債、平成23年

度は東日本大震災からの復興のために実施する施策

の財源を調達するための復興債、平成24年度及び

25年度は基礎年金国庫負担2分の1を実現する財源

を調達するための年金特例公債を除いている。

2. （出所）棒グラフと実線の高齢化率については、2020

年までは総務省「国勢調査」、2021年は総務省「人口

推計」、2025年以降は国立社会保障・人口問題研究所

「日本の将来推計人口（平成29年推計）」の出生中位・

死亡中位仮定による推計結果。

※グラフは政府公表資料から引用。
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1．財政健全化に向けて
財政健全化は国家的課題であり、コロナ禍収束後には本格的
な歳出・歳入の一体的改革に入れるよう準備を進めることが
重要である。歳入では安易に税の自然増収を前提とすること
なく、また歳出については聖域を設けずに分野別の具体的な
削減・抑制の方策と工程表を明示し、着実に改革を実行する。

2．社会保障制度に対する基本的考え方
社会保障給付費は公費と保険料で構成されており、財政のあり
方と密接不可分の関係にある。現状の「中福祉・低負担」と
いう不均衡を「中福祉・中負担」という正常な姿に改革するに
は、適正な負担を確保するとともに、給付を「重点化・効率化」
により可能な限り抑制するしか方法はない。また、社会保障の
あり方では「自助」「公助」「共助」の役割と範囲を改めて見直す
ほか、公平性の視点が重要である。

3．行政改革の徹底
地方を含めた政府・議会が「まず隗より始めよ」の精神に基づき
自ら身を削ることが重要であり、直ちに明確な期限と数値
目標を定めて改革を断行する。

4．マイナンバー制度
マイナンバー制度は、すでに運用を開始しているが、未だ国民
や事業者が正しく制度を理解しているとは言い難い。コロナ禍
の混乱が同カードを利用したデジタル対応をできなかった結果
によるという点を踏まえ、政府は制度の意義の周知に努め、
その定着に向け本腰を入れて取り組んでいく必要がある。

1．中小企業の活性化に資する税制措置
中小企業は地域経済の担い手であるだけではなく、我が国経済
の礎である。コロナ禍の影響が依然残っているだけでなく、エネ
ルギーや原材料価格の上昇などが重なり、経営環境は一段と
厳しさを増している。中には廃業に追い込まれる例も珍しくない。
そうした中で求められるのは、健全な経営に取り組んでいる企業
が、持てる能力を十分に発揮できるような税制の確立である。

（1）中小法人に適用される軽減税率の特例15％の本則化、適用
　　所得金額の引上げ。

（2）「中小企業投資促進税制」、「少額減価償却資産の取得価額
　　の損金算入の特例措置」の拡充、本則化。 等

2．事業承継税制の拡充
我が国企業の大半を占める中小企業は、地域経済の活性化や
雇用の確保などに大きく貢献している。中小企業が相続税の
負担等によって事業が承継できなくなれば、経済社会の根幹が
揺らぐことになる。平成30年度の税制改正では比較的大きな
見直しが行われたが、さらなる抜本的な対応が必要である。

（1）事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制
　　の創設

（2）相続税、贈与税の納税猶予制度の充実

（3）取引相場のない株式の評価の見直し

3．消費税関係
消費税は社会保障の安定財源確保と財政健全化に欠かせない
が、軽減税率制度は事業者の事務負担が大きいうえ、税制の簡
素化、税務執行コストおよび税収確保などの観点から問題が多
い。このため、かねてから税率10％程度までは単一税率が望ま
しく、低所得者対策は「簡素な給付措置」の見直しで対応するの

私たち法人会は、中小企業を中心として全国約75万社の会員企業を擁する団体です。41都道県に440の単位法人会が組織され、創設以来70年にわたり、国の根幹ともいえる「税」の分野を中心とした活動を全国的に展開し、申告納税制度の維持・発展に寄与してまい
りました。近年は、我が国の将来を見据えた税の提言や各種研修会の開催、地域社会貢献活動に加え、次代を担う児童への租税教育や税の啓発活動、さらには企業の税務コンプライアンス向上に資する取り組みにも力を注いでいます。なお、法人会青年部会では、社会
保障給付の抑制と安定的な国の歳出確保に資するため「財政健全化のための健康経営プロジェクト」を展開し、①「健康経営Ⓡ」を柱にした企業の活力向上がもたらす税収の増加、②適切な医療利用による医療費の適正化に向けたアクションプランに取組んでいます。
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が適当であることを指摘してきた。政府は、国民や事業者への
影響、低所得者対策の効果等を検証し、問題があれば同制度の
是非を含めて見直しが必要である。

（1）令和5年10月から導入される「インボイス制度」について、すでに
「インボイス発行事業者」の登録申請がはじまっているものの、
事業者のインボイス制度に対する理解が十分に深まっていると
は言い難い。さらに、新型コロナは小規模事業者等の事業継続
に大きな困難をもたらした。これら事業者が事務負担増や取引
から排除等の理由により休廃業に追い込まれることのないよ
う、当面は現行の「区分記載請求書等保存方式」の維持、または
免税事業者からの仕入税額相当額の8割を控除できる経過
措置を当分の間維持するなど、弾力的に対応すべきである。

（2）インボイス制度を実施するのであれば、国は事業者に混乱が生じ
ないよう制度の周知を徹底するとともに、事務負担が軽減する
ような環境整備が必要である。また、課税事業者が免税事業者
と取引を行うに際し、取引価格の引下げや取引の停止などの
不利益を与えないよう、実効性の高い対策をとるべきである。 等

Ⅰ 税・財政改革のあり方 Ⅱ 経済活性化と中小企業対策

今般のコロナ禍は国と地方の役割分担の曖昧さだけでなく、
自治体と診療所を含む医療機関の間での意思疎通不足を表面
化させ、これによる混乱は現在も尾をひいている。コロナ禍は
また、東京一極集中のリスクも浮き彫りにし、テレワークの拡大
等により地方への転出が増加する傾向も見られた。しかし、
その規模は極めて小さく地方活性化の原動力にはなり得ない。
やはり、地方自身がそれぞれの特色や強みをいかした活性化
戦略を構築し、地域の民間の知恵と工夫により、新たな地場
技術やビジネス手法を開発していくことが不可欠である。
その際に最も重要なのは、地方が自立・自助の精神を理念とし、
自らの責任で必要な安定財源の確保や行政改革を企画・立案
し実行していくことである。

Ⅲ 地方のあり方

令和5年度税制改正に関する提言（概要）

※提言書の全文は、全法連ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

1. （注1）令和3年度までは決算、令和4年度は補正後

予算による。（注2）公債発行額は、平成2年度は湾岸

地域における平和回復活動を支援する財源を調達

するための臨時特別公債、平成6～8年度は消費税率

3％から5％への引上げに先行して行った減税による

租税収入の減少を補うための減税特例公債、平成23年

度は東日本大震災からの復興のために実施する施策

の財源を調達するための復興債、平成24年度及び

25年度は基礎年金国庫負担2分の1を実現する財源

を調達するための年金特例公債を除いている。

2. （出所）棒グラフと実線の高齢化率については、2020

年までは総務省「国勢調査」、2021年は総務省「人口

推計」、2025年以降は国立社会保障・人口問題研究所

「日本の将来推計人口（平成29年推計）」の出生中位・

死亡中位仮定による推計結果。

※グラフは政府公表資料から引用。

1. 一般会計税収、歳出総額及び国債発行額の推移
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2. 高齢化の推移と将来推計

推計値
（日本の将来推計人口）

実績値
（国勢調査等）

法人会からの提言

※「健康経営Ⓡ」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。

少子高齢化、人口減少、１,０００兆円の国債。
将来世代に先送りせず、財政の健全化を！

1.	（注1）令和3年度までは決算、令和4年度は補
正後予算による。

			（注2）公債発行額は、平成2年度は湾岸地域に
おける平和回復活動を支援する財源を調達する
ための臨時特別公債、平成6～8年度は消費税
率3％から5％への引上げに先行して行った減
税による租税収入の減少を補うための減税特例
公債、平成23年度は東日本大震災からの復興
のために実施する施策の財源を調達するための
復興債、平成24年度及び25年度は基礎年金国
庫負担2分の1を実現する財源を調達するため
の年金特例公債を除いている。	

2.	（出所）棒グラフと実線の高齢化率については、
2020年までは総務省「国勢調査」、2021年は
総務省「人口推計」、2025年以降は国立社会
保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平
成29年推計）」の出生中位・死亡中位仮定によ
る推計結果。

※グラフは政府公表資料から引用。

〒160-0002 東京都新宿区四谷坂町5-6 全法連会館 http://www.zenkokuhojinkai.or.jp

出典：令和４年10月3日付 日本経済新聞朝刊 全国版掲載

Ⅰ 税・財政改革のあり方

1．財政健全化に向けて
財政健全化は国家的課題であり、コロ
ナ禍収束後には本格的な歳出・歳入の
一体的改革に入れるよう準備を進める
ことが重要である。歳入では安易に税
の自然増収を前提とすることなく、ま
た歳出については聖域を設けずに分野
別の具体的な削減・抑制の方策と工程
表を明示し、着実に改革を実行する。

2．社会保障制度に対する基本的考え方
社会保障給付費は公費と保険料で構成
されており、財政のあり方と密接不可
分の関係にある。現状の「中福祉・低
負担」という不均衡を「中福祉・中負担」
という正常な姿に改革するには、適正
な負担を確保するとともに、給付を「重
点化・効率化」により可能な限り抑制
するしか方法はない。また、社会保障
のあり方では「自助」「公助」「共助」の
役割と範囲を改めて見直すほか、公平
性の視点が重要である。

3．行政改革の徹底
地方を含めた政府・議会が「まず隗よ
り始めよ」の精神に基づき自ら身を削
ることが重要であり、直ちに明確な期
限と数値目標を定めて改革を断行する。

4．マイナンバー制度
マイナンバー制度は、すでに運用を開
始しているが、未だ国民や事業者が正
しく制度を理解しているとは言い難
い。コロナ禍の混乱が同カードを利用
したデジタル対応をできなかった結果
によるという点を踏まえ、政府は制度
の意義の周知に努め、その定着に向け
本腰を入れて取り組んでいく必要があ
る。

Ⅱ 経済活性化と中小企業対策

1．中小企業の活性化に資する税制措置
中小企業は地域経済の担い手であるだ

けではなく、我が国経済の礎である。
コロナ禍の影響が依然残っているだけ
でなく、エネルギーや原材料価格の上
昇などが重なり、経営環境は一段と厳
しさを増している。中には廃業に追い
込まれる例も珍しくない。そうした中
で求められるのは、健全な経営に取り
組んでいる企業が、持てる能力を十分
に発揮できるような税制の確立である。

（1）中小法人に適用される軽減税率の特
例15％の本則化、適用所得金額の引
上げ。

（2）「中小企業投資促進税制」、「少額減
価償却資産の取得価額の損金算入の
特例措置」の拡充、本則化。 等

2．事業承継税制の拡充
我が国企業の大半を占める中小企業
は、地域経済の活性化や雇用の確保な
どに大きく貢献している。中小企業が
相続税の負担等によって事業が承継で
きなくなれば、経済社会の根幹が揺ら
ぐことになる。平成30年度の税制改
正では比較的大きな見直しが行われた
が、さらなる抜本的な対応が必要であ
る。

（1）事業用資産を一般資産と切り離した
本格的な事業承継税制の創設

（2）相続税、贈与税の納税猶予制度の充
実

（3）取引相場のない株式の評価の見直し

3．消費税関係
消費税は社会保障の安定財源確保と財
政健全化に欠かせないが、軽減税率制
度は事業者の事務負担が大きいうえ、
税制の簡素化、税務執行コストおよび
税収確保などの観点から問題が多い。
このため、かねてから税率10％程度
までは単一税率が望ましく、低所得者
対策は「簡素な給付措置」の見直しで
対応するのが適当であることを指摘し
てきた。政府は、国民や事業者への影
響、低所得者対策の効果等を検証し、
問題があれば同制度の是非を含めて見
直しが必要である。

（1）令和5年10月から導入される「イン
ボイス制度」について、すでに「イ
ンボイス発行事業者」の登録申請が
はじまっているものの、事業者のイ
ンボイス制度に対する理解が十分に
深まっているとは言い難い。さらに、
新型コロナは小規模事業者等の事業
継続に大きな困難をもたらした。こ
れら事業者が事務負担増や取引から
排除等の理由により休廃業に追い込
まれることのないよう、当面は現行
の「区分記載請求書等保存方式」の
維持、または免税事業者からの仕入
税額相当額の8割を控除できる経過
措置を当分の間維持するなど、弾力
的に対応すべきである。

（2）インボイス制度を実施するのであれ
ば、国は事業者に混乱が生じないよ
う制度の周知を徹底するとともに、
事務負担が軽減するような環境整備
が必要である。また、課税事業者が
免税事業者と取引を行うに際し、取
引価格の引下げや取引の停止などの
不利益を与えないよう、実効性の高
い対策をとるべきである。 等

Ⅲ 地方のあり方

今般のコロナ禍は国と地方の役割分担の
曖昧さだけでなく、自治体と診療所を含
む医療機関の間での意思疎通不足を表面
化させ、これによる混乱は現在も尾をひ
いている。コロナ禍はまた、東京一極集
中のリスクも浮き彫りにし、テレワーク
の拡大等により地方への転出が増加する
傾向も見られた。しかし、その規模は極
めて小さく地方活性化の原動力にはなり
得ない。やはり、地方自身がそれぞれの
特色や強みをいかした活性化戦略を構築
し、地域の民間の知恵と工夫により、新
たな地場技術やビジネス手法を開発して
いくことが不可欠である。その際に最も
重要なのは、地方が自立・自助の精神を
理念とし、自らの責任で必要な安定財源
の確保や行政改革を企画・立案し実行し
ていくことである。

令和５年度税制改正に関する提言（概要）

※提言書の全文は、全法連ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。
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　謹んで新年のご挨拶を申し上げ
ます。本年もどうぞよろしくお願
いいたします。
　本年サンエー・クラブは50周年
を迎えます。私が現在サンエー・
クラブの会長を拝命しております
が、私が入会したのが2015年な
のでまだまだ８年目です。
　2013年に親睦委員として麻布
法人会の活動に出始め、2014年
当時サンエーの会長でした後藤先
輩と出会いますが、サンエーには
誘ってもらえず（笑）、2015年次の
会長の大和田先輩と出会い「サン
エーの申込書送るよ」と言われま
したが結局届かず（笑）、同年に親
睦委員会の担当副会長になられた
岩上先輩に「サンエー入らなきゃ
ダメだよ」の一言で次の日申し込
みしました。あの一言がなくてサ
ンエーと出会わない人生を想像す
ると恐ろしいです。本当に入って
よかったと思います。これをお読
みのサンエー世代の皆様、まだ遅
くないです。是非ご入会いただき、
一緒に50周年盛り上げましょう。
　サンエー・クラブ50周年記念式
典を３月28日に執り行いますの
で、奮ってご参加下さい。どうぞ
よろしくお願いします。	

広報委員　内田	泰介
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山本閉留巳 広報委員
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法人名
笠井設計㈱
㈱創栄工業
㈱VandP
花菱不動産㈱
㈱エコ・テック
㈱CrazyBank
エレベーターコミュニケーションズ㈱
㈱ミ・ノルバ
㈱Jsecret
88パートナーズ㈱
㈱TemPeak
㈱ハン・インターナショナル
麻布龍土町法律事務所
八重洲ライフ㈱
㈱フラット
㈱稲村デザイン建築研究所
㈱ナイアガラ

代表者
笠井　高範
梅谷　俊男
キム･フーン
市川　勝久
山口　健一
白木　修太
薄田　章博
延原　武史
森脇　順子
高木　信之
佐々木康貴
花井　榮渭
安田　　剛
松本　信義
加藤　　稔
稲村　健一
大滝　徹也

連絡先住所
港区芝大門2-3-7
品川区北品川1-23-23-201
港区南青山1-12-3-S105
渋谷区渋谷3-1-6-6F
港区港南2-16-4-8F
港区麻布十番3-6-2-12F
品川区南大井6-16-16-3F
品川区上大崎2-24-18-901
港区六本木3-3-25-1F
港区六本木3-16-35-704
港区北青山3-5-14-7F
港区南青山2-2-15-435
港区六本木7-7-7-8F
千代田区紀尾井町4-1-9F
港区六本木5-13-9-403
港区東麻布3-3-6-403
新宿区北町30-1-303

業種
建築設計・ビル管理・不動産仲介
圧接工事業
卸売業・小売業
不動産業
環境対策事業
映像制作・芸能プロダクション
エレベーター保守
おつまみ通販とサロン経営
飲食業
在宅介護・医療	
助成金・補助金・融資サポート
化粧品輸入販売、自社商品製造販売	他
法律事務所
ゴルフ会員権売買	
サービス業
建築設計事務所	
広告宣伝他

連絡先TEL
03-3436-3621
03-5715-1980
03-6369-8551
03-6809-0814
03-5781-5433
03-5427-3339
03-5767-8111

03-6434-5885
03-3408-7488

03-6629-3352
03-3222-1201
03-5770-3381
03-6459-1778
03-6228-1717

新会員の
ご紹介

　１月は固定資産税（償却資産）の
　申告月です（23区内）

　令和５年１月１日現在、23区内に償却資産を所有して
いる方は、申告が必要です。令和５年１月31日㈫までに、
資産が所在する区にある都税事務所に申告してください。
申告には、電子申告（eLTAX：エルタックス）もご利用
になれます。詳細は、HPまたは下記問合せ先へ
　問合せ先：償却資産について　
　　　　　　　港都税事務所
　　　　　　　　03-5549-3800（代表）
　　　　　　電子申告について
　　　　　　　eLTAXホームページ

　１月のeLTAX休日運用日のお知らせ 
　法人事業税・特別法人事業税・地方法人特別税・法人都
民税、23区内の事業所税、23区内の固定資産税（償却資
産）、都民税利子割・都民税配当割・都民税株式等譲渡所
得割について、eLTAX（地方税ポータルシステム）を利
用した電子申告等の受付を行っています。
　１月14日㈯、15日㈰、21日㈯、22日㈰、28日㈯、29日㈰、
は休日でもeLTAXをお使いいただけます。また、１月15
日㈰から１月31日㈫まではメンテナンス時間を除き24時
間利用可能です。１月の固定資産税（償却資産）の申告は
eLTAXをご利用ください！
　問合せ先：
　【利用手続】eLTAXホームページ　
　　　　　https://www.eltax.lta.go.jp/
　【申告、申請・届出・納税】
　　　　　港都税事務所　03-5549-3800（代表）

エルタックスHPエルタックスHP
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